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説

一
・
三
批
判
的
分
析
ω

|
現
実
的
操
作

一
・
四
批
判
的
分
析
ω
!理
論

二
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
科
学
理
論
と
科
学
論

三
科
学
の
言
語

四
法
学
的
リ
ア
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ス
ト

第
三
家
法
一
言
語
の
形
式
化
と
自
然
主
義
的
誤
謬

第
四
章
多
世
界
モ
デ
ル
と
実
証

第

五

章

結

び

論

第
一
章

問
題
へ
の
導
入

「
経
験
法
学
」

い
わ
ゆ
る
「
経
験
法
学
」
が
わ
が
法
学
界
に
そ
の
旗
械
を
掲
げ
て
か
ら
、
ほ
ほ
二

O
年
に
な
る
。
わ
れ
わ
れ
局
外
者
に
窺
い
知
る
こ
と
が

で
き
る
と
こ
ろ
で
は
、
川
島
武
宣
教
授
が
一
九
六

O
年
と
六
一
年
に
東
京
大
学
大
学
院
で
「
民
法
学
基
本
問
題
」
の
講
義
を
担
当
さ
れ
、
主

と
し
て
「
民
法
解
釈
学
」
の
方
法
論
に
関
す
る
比
較
的
新
し
い
文
献
を
講
読
さ
れ
た
こ
と
に
そ
の
端
を
発
す
る
。
そ
の
主
題
は
、
日
本
お
よ

び
ド
イ
ツ
の
伝
統
的
な
「
民
法
解
釈
学
」
の
支
配
的
傾
向
で
あ
る
「
形
而
上
学
的
な
い
し
教
義
学
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
」
と
、
そ
れ
に
対
立
す

る
経
験
主
義
的
な
い
し
プ
ラ
グ
マ
テ
イ
ズ
ム
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
講
義
の
過
程
で
、
碧
海
純

一
教
授
が
ゲ
ス
ト
と
し
て
出
席
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
昭
和
三
七
年
に
は
川
島
教
授
と
碧
海
教
授
と
の
共
同
で
法
解
釈
学
方
法
論
の
ゼ
ミ
ナ
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ー
ル
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
結
果
、
大
学
院
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
離
れ
、
大
学
院
生
以
外
の
研
究
者
ま
で
も
擁
す
る
「
経
験
法
学

研
究
会
」
が
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
別
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
こ
の
研
究
会
は
、
川
島
・
碧
海
両
教
授
の
他
、
加
藤
一
郎
、
小
林
直
樹
、
西
村
克
彦
、
早
川
武
夫
、
平

野
竜
一
な
ど
の
諸
教
授
を
中
核
に
し
て
、
多
数
の
若
い
有
能
な
法
学
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
と
い
汗
w

そ
の
若
い
法
学
者
た
ち
の
中
に

(
川
島
武
宜
編
、

いわゆる「経験法学」の可能性あるいは不可能性(1)

は
、
少
な
く
と
も
、
『
経
験
法
学
の
研
究
』

ろ
一
九
戸
ま
た
別
の
資
料
で
は
、
「
経
験
法
学
」
と
い
う
名
称
は
、
研
究
会
の
発
足
に
当
っ
て
川
島
教
授
の
発
案
で
つ
け
ら
れ
た
、
と
い
わ
れ

M
V
こ
の
資
料
に
は
、
田
宮
裕
氏
の
名
が
見
え
て
い
る
が
、
氏
が
研
究
会
の
構
成
員
だ
っ
た
と
い
う
明
示
の
資
料
は
な
い
。
し
か
し
経
験
法

学
研
究
会
に
接
し
て
い
く
つ
か
の
研
究
グ
ル
ー
プ
が
展
開
し
て
い
っ
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
が
つ
く
。
そ
の
一
つ
は
「
東
大
ガ
イ
ガ

l
研
究

会
」
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
、
パ

I
デ
編
『
ジ
ュ
リ
メ
ト
リ
ッ
ク
ス
』
(
一
九
六
九
年
〉
の
訳
者
、
オ
リ
ヴ
ェ
ク
ロ

l
ナ
『
事
実
と
し
て
の

法
』
(
一
九
六
九
年
一
7

げ
訳
者
、
『
法
社
会
学
講
座
』
(
一
九
七
一
一
了
七
四
年
)
の
執
筆
陣
の
中
の
幾
人
か
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ

λ
花
。
右
の
よ
う
な
次
第
で
、
わ
れ
わ
れ
は
「
経
験
法
学
」
の
中
心
に
当
然
川
島
・
碧
海
両
教
授
を
お
い
て
考
え
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る

一
九
六
六
年
)
の
執
筆
陣
の
当
時
若
か
っ
た
人
た
ち
が
含
ま
れ
て
い
た
で
あ

「
経
験
法
学
」
の
歴
史
を
逆
に
も
う
少
し
遡
ら
せ
て
芳
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
九
六

0
・
六
一
年
の
川
島
教

一
九
五
九
年
〉
、

が
、
こ
の
点
か
ら
見
る
と
、

授
の
講
義
「
民
法
学
基
本
問
題
」
に
お
い
て
使
わ
れ
た
教
材
の
中
に
は
、

『
法
哲
学
概
論
』

(
旧
版
第
一
刷
、

碧
海
純

川
島
武
宜
『
科
学
と
し
て
の
法
律
学
』
ハ
一
九
五
八
年
)
が
含
ま
れ
て
お
り
、
碧
海
教
授
は
す
で
に
、

「
法
哲
学
お
よ
び
法
学
と
言
語
理
論
」

ハ
一
九
五
五
年
)
、
「
法
哲
学
お
よ
び
社
会
科
学
に
お
け
る
仮
象
問
題
」
〈
一
九
五
六
年
)
等
を
発
表
さ
れ
て
い
た
し
、
川
島
法
学
の
転
回
点
と

「
経
験
法

一
般
に
目
さ
れ
て
い
る
「
社
会
科
学
に
お
け
る
人
間
の
地
位
」
も
同
じ
一
九
五
六
年
に
発
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
、

学
」
の
歴
史
を
ほ
ぼ
四
半
世
紀
と
見
積
る
こ
と
が
、
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
十
分
重
み
の
あ
る
歳
月
で
あ
る
。
以
下
で
は
経
験
法
学
を
こ
の

位
の
広
が
り
で
把
え
て
お
き
た
い
。

北法31(3-4・ I-23)955 



説

と
こ
ろ
で
「
経
験
法
学
」

と
い
う
の
は
、

ど
の
よ
う
な
主
張
を
意
味
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
川
島
教
授
に
よ
る
と
、

「
経
験
法
学
」

論

で
、
当
初
共
通
に
理
解
さ
れ
て
い
た
の
は
、

と
、
研
究
会
メ
ン
バ
ー
の
聞
に
必
ず
し
も
一
致
し
た
理
解
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
、
と
い
わ
れ
る
。
あ
る
者
は
「
形
而
学
的
な
い
し
教
義

「
経
験
科
学
と
し
て
の
法
律
学
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
よ
り
具
体
的
な
点
に
な
る

学
的
で
な
い
と
こ
ろ
の
実
用
法
学
な
い
し
実
用
法
学
(
法
解
釈
学
)
の
基
礎
理
論
(
方
法
論
)
」

と
し
て
そ
れ
を
と
ら
え
て
い
た
。

出
発
点

と
な
っ
た
川
島
教
授
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
は
そ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
意
味
で
の
経
験
法
学
は
、
法
社
会
学
と
は
自
ら
性
格
を

異
に
す
る
が
、
し
か
し
、
法
社
会
学
の
存
在
を
前
提
と
し
て
い
た
し
、
さ
ら
に
一
般
社
会
科
学
と
の
相
互
交
流
を
も
必
要
な
前
提
と
芳
え
て

一
方
他
の
メ
ン
バ
ー
は
、
経
験
法
学
の
も
と
に
法
社
会
学
を
も
含
め
て
理
解
し
た
。
こ
の
意
味
で
の
経
験
法
学
は
、
法
解
釈
学
の
基

礎
理
論
と
法
社
会
学
の
両
者
を
含
む
上
位
概
念
と
し
て
理
解
さ
れ
た
の
だ
と
い
う
。
何
れ
に
し
て
も
個
有
の
意
味
で
の
「
経
験
法
学
」
は
法

社
会
学
と
は
一
応
別
個
に
考
え
て
お
い
た
方
が
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

、
，
司
O

'ν
ナ
トさ

て
、
こ
の
よ
う
な
経
験
法
学
に
対
し
て
は
、
周
知
の
よ
う
に
早
く
か
ら
か
な
り
集
中
的
な
批
判
が
な
さ
れ
、
ま
た
私
事
に
亘
っ
て
恐
縮

だ
が
、
私
自
身
、
碧
海
教
授
の
『
法
哲
学
概
論
』
の
旧
版
(
一
九
五
九
年
)
が
出
版
さ
れ
た
さ
い
、
そ
の
主
張
の
「
古
さ
」
と
断
定
的
な
調

子
と
に
一
驚
し
た
の
で
あ
る
。
思
想
に
は
古
い
も
新
し
い
も
な
い
と
云
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
碧
海
教
授
の
立
場
は
、
多
く
の
面
で
、
お

よ
そ
一
九
三

O
年
の
半
ば
に
は
「
発
展
的
に
解
消
」
さ
れ
た
と
思
わ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
当
然
批
判
的
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

し
か
し
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
少
数
の
例
外
、
例
え
ば
矢
崎
光
園
教
授
の
批
判
を
除
い
て
、
経
験
法
学
に
対
す
る
外
か
ら
の
批
判
は
、
残
念

(
U
)
 

な
が
ら
、
多
少
な
り
と
も
教
義
論
的
な
い
し
教
条
主
義
的
で
あ
っ
た
と
い
う
点
で
川
島
教
授
の
指
摘
は
正
し
い
で
あ
ろ
う
。
他
方
、
「
経
験

法
学
」
の
グ
ル
ー
プ
内
部
で
の
相
互
的
な
批
判
が
、
局
外
者
に
も
明
示
さ
れ
る
形
で
な
さ
れ
た
形
跡
を
、
こ
れ
も
、
少
数
の
例
外
を
除
い

円
相

M
〉

て
、
寡
聞
に
し
て
知
ら
な
い
。
例
外
と
い
う
の
は
例
え
ば
、
碧
海
教
授
の
『
法
哲
学
概
論
』
新
版
(
一
九
七
三
年
〉
に
お
け
る
自
己
批
判
で

あ
る
。
わ
が
国
に
は
、
こ
う
し
た
内
部
的
批
判
が
公
然
と
な
さ
れ
る
土
壌
が
育
っ
て
い
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
例
え
ば
論
理
経
験
主
義

の

名

北法31(3-4・1'24)956 



内
部
で
の
率
直
な
、
時
に
厳
し
い
相
互
・
自
己
批
判
を
知
る
も
の
に
と
っ
て
は
、
や
は
り
惜
し
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
私
の
無
知
に
基
づ
く
感

想
で
あ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

私
は
本
稿
で
「
経
験
法
学
」
の
基
本
的
立
場
の
一
一
、
三
に
つ
い
て
歴
史
的
な
背
景
に
基
づ
い
て
若
干
の
検
討
を
試
み
る
が
、
以
上
の
よ
う

な
状
況
の
欠
を
補
う
意
味
で
も
内
在
的
な
検
討
を
旨
と
し
た
い
と
思
う
。
素
材
と
し
て
は
川
島
教
授
の
最
近
の
一
一
、
三
の
論
文
を
用
い
る

「
経
験
法
学
」
全
体
に
波
及
し
う
る
論
点
で
あ
る
か
ど
う
か
を
正
確
に
知
る
材

そ
れ
は
操
作
主
義
(
第
二
章
)
、

いわゆる「経験法学」の可能性あるいは不可能性 (1)

が
、
そ
れ
は
差
当
つ
て
の
便
宜
に
よ
る
も
の
で
し
か
な
い
。

料
を
私
は
も
っ
て
い
な
い
。
主
題
は
川
島
教
授
の
法
概
念
論
の
限
ら
れ
た
局
面
で
あ
っ
て
、

式
化
と
自
然
主
義
(
第
三
章
)
、
そ
し
て
規
範
と
実
証
と
の
関
係
の
様
相
(
第
四
章
)
で
あ
る
。

て
い
る
話
題
に
つ
い
て
何
か
一
つ
の
立
場
を
擁
護
し
た
り
否
認
し
た
り
す
る
こ
と
は
難
か
し
い
。
む
し
ろ
最
も
適
切
な
l
あ
る
い
は
少
な
く

法
言
語
の
形

こ
の
よ
う
な
夫
々
に
広
汎
な
内
容
を
も
っ

と
も
最
も
容
易
な

l
方
法
は
、

一
つ
の
歴
史
的
概
観
の
形
で
、
ど
ん
な
論
義
が
な
さ
れ
う
る
か
を
語
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
お
そ
ら

く
本
稿
に
接
し
ら
れ
る
読
者
が
少
な
か
ら
ず
不
満
を
抱
か
れ
る
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
こ
と
は
、
第
二
章
の
主
題
に
つ
い
て
、
物
理
学
の
議
論

を
扱
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
操
作
主
義
の
ル

l
ツ
が
そ
こ
に
あ
る
限
り
、
避
け
難
い
こ
と
と
し
て
、
お
認
め
い
た
だ
き
た
い
。

そ
こ
で
の
実
相
は
、
こ
れ
ま
で
常
識
と
さ
れ
た
も
の
と
は
既
に
大
き
な
聞
き
が
あ
る
の
で
あ
る
。
第
三
章
の
話
題
に
つ
い
て
は
部
分
的
に
註

(
日
)
の
諸
論
文
と
重
複
す
る
の
で
是
非
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

本
稿
は
、
私
の
古
い
ノ

l
ト
に
若
干
の
加
筆
を
し
て
発
表
き
れ
る
の
で
、
す
で
に
旧
聞
に
属
す
る
こ
と
も
多
い
。
し
か
し
、
歴
史
的
概
観

ハ
M

〉

い
く
ら
か
の
値
打
ち
は
今
日
で
も
あ
る
で
あ
ろ
う
、
と
思
っ
て
い
る
。
尚
、
以
下
に
お
い
て
は
敬
称
を
略
さ
せ
て
い
た
だ

と
い
う
こ
と
で
、

く
(

1

)

川
島
武
宜
編
『
経
済
法
学
の
研
究
』
(
一
九
六
六
年
)
、
ま
え
が
島
c
i
-
-
u
頁
α

(

2

)

碧
海
純
一
『
法
と
言
語
』
(
一
九
六
五
年
〉
、
は
し
が
き
。

北法31(3-4・1.25)957



説

(

3

)

川
島
編
、
前
掲
書
、
目
次
。

ハ
4
)
B
・
J
・
ジ
ョ
ー
ジ
・
平
野
音
二
・
田
宮
裕
編
『
経
験
法
学
入
門
』
(
一
九
六
六
年
〉
、
序
文
一
一
貝
。

(

5

)

東
大
ガ
イ
ガ
l
研
究
会
「
法
律
学
の
経
験
科
学
的
基
礎
、
円
山
・
ガ
イ
ガ
1
著
『
法
社
会
学
の
た
め
の
準
備
研
究
』
紹
介
(
ロ
)
」
(
『
法
学
セ
ミ
ナ
ー
』

一
九
六
五
年
六
月
号
〉
、
四
八
頁
。

(
6
〉
パ

I
デ
編
『
ジ
ュ
リ
メ
ト
リ
ッ
ク
ス
』
(
早
川
武
夫
・
碧
海
純
一
編
訳
、
一
九
六
九
年
三

(

7

)

カ
i
ル
・
オ
リ
ィ
ヴ
ェ
ク
ロ

l
ナ
『
事
実
と
し
て
の
法
』
(
碧
海
純
一
・
太
田
知
行
・
佐
藤
節
子
訳
、
一
九
六
九
年
)
。

(

8

)

棚
瀬
孝
雄
、
広
瀬
和
子
、
小
室
直
樹
、
松
村
良
之
の
諸
氏
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

〈

9
)
川
島
編
、
前
掲
書
、
ま
え
が
き

ul…m
頁。

(
刊
)
尤
も
、
川
島
教
授
自
身
は
「
現
在
に
お
い
て
は
、
法
社
会
学
は
「
社
会
学
」
で
は
な
く
て
、
経
験
科
学
と
し
て
の
社
会
科
学
で
あ
る
よ
と
規
定
さ

れ
て
い
る
か
ら
〔
川
島
武
宜
編
『
法
社
会
学
議
座
』

3
、
一
頁
〉
、
経
験
法
学
の
構
想
と
方
法
を
用
い
て
法
社
会
学
を
再
構
成
す
る
こ
と
を
狙
っ
て
お

ら
れ
る
よ
う
に
見
え
る
。

(

U

)

川
島
武
宜
「
、
法
社
会
学
の
方
、
法
論
に
つ
い
て
」
(
日
本
、
法
社
会
学
会
編
『
法
社
会
学
の
方
法
』
所
収
、
一
九
七
四
年
)
。
特
に
第
二
章
、
第
三
章
。

ハ
ロ
)
グ
ル
ー
プ
の
内
部
で
は
相
互
的
な
検
討
が
行
わ
れ
て
来
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
当
然
想
像
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
小
室
直
樹
「
法
社
会
学
に
お
け
る
モ
デ

ル
構
築
法
」
(
日
本
法
社
会
学
会
編
『
現
代
社
会
と
法
』
所
収
、
一
九
七
五
年
)
、
一

O
八
頁
、
な
ど
に
そ
の
片
鱗
が
う
か
が
え
る
。

(
日
)
矢
崎
光
図
「
法
社
会
学
講
座
所
収
の
川
島
論
文
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
」
(
日
本
法
社
会
学
会
編
『
法
社
会
学
の
方
法
』
所
収
、
一
九
七
四
年
〉
。
守
屋

正
通
「
方
法
二
元
論
を
め
ぐ
る
長
近
の
規
範
論
理
的
議
論
」
(
日
本
法
哲
学
会
編
『
法
的
推
論
』
所
収
、
一
九
七
一
年
〉
、
特
に
一
一
一
五
頁
。

(
凶
)
本
稿
の
内
容
は
、
「
経
験
法
学
」
の
検
討
と
銘
打
っ
て
は
い
る
が
、
元
来
、
思
想
的
な
オ
リ
エ
ン
テ
l
シ
包
ン
を
求
め
る
私
の
個
人
的
な
旅
日
記
が

下
敷
な
の
で
、
一
言
お
こ
と
わ
り
し
て
お
き
た
い
。

論

川
島
教
授
の
法
概
念
論

ま
ず
問
題
を
少
し
具
体
化
す
る
た
め
に
、
随
時
コ
メ
ン
ト
を
加
え
な
が
ら
、
川
島
の
法
概
念
論
を
ま
と
め
て
お
こ
う
。
川
島
は
『
法
社
会

学
講
座
』
所
収
の
、
周
知
の
一
連
の
論
文
で
法
概
念
の
法
社
会
学
的
分
析
を
試
み
た
。

法
社
会
学
の
課
題
と
方
法
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川
島
に
よ
れ
ば
、
従
来
、
法
社
会
学
的
研
究
の
焦
点
は
「
法
」
の
周
辺
的
現
象
(
例
え
ば
、
裁
判
官
や
弁
護
士
の
出
身
階
層
、

校
、
政
党
関
係
、
そ
の
民
族
、
宗
教
な
ど
の
調
査
や
、
一
定
種
類
の
係
争
問
題
に
関
す
る
裁
判
と
裁
判
官
の
背
景
属
性
と
の
相
関
に
関
す
る

研
究
)
に
お
か
れ
、
法
が
他
の
類
縁
現
象
〔
例
え
ば
、
道
徳
と
か
習
俗
〕
か
ら
分
化
し
て
観
念
さ
れ
る
ゆ
え
で
あ
る
と
こ
ろ
の
も
の
に
は
お

〈

1
)

か
れ
て
い
な
い
。
お
び
た
だ
し
い
数
の
社
会
学
者
が
「
法
社
会
学
」
の
研
究
を
発
表
し
て
い
る
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
す
ら
そ
う
で
あ
る
。
こ

出
身
学

の
よ
う
な
状
態
に
と
ど
ま
る
な
ら
ば
、
法
社
会
学
は
伝
統
的
な
法
解
釈
学
の
必
要
に
寄
与
し
え
な
い
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
法
社
会
学
の

いわゆる「経験法学」の可能性あるいは不可能性(1)

研
究
が
他
の
社
会
科
学
の
研
究
者
と
の
相
互
交
流
を
通
じ
て
、
経
験
法
学
と
し
て
発
展
す
る
こ
と
も
望
め
な
い
。
従
来
の
社
会
学
者
を
主
体

と
す
る
法
社
会
学
的
研
究
が
法
の
中
心
部
分
に
十
分
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
は
、
「
法
律
学
」
研
究
者
以
外
の
者
に
と
っ
て

「
法
」
と
い
う
も
の
を
理
解
す
る
こ
と
が
容
易
で
な
か
っ
た
た
め
で
あ
信
今
後
法
社
会
学
が
研
究
課
題
と
し
て
取
組
む
べ
き
「
法
の
中
心

部
分
」
、
「
法
の
固
有
の
領
域
」
と
は
、
法
ド
グ
マ
と
そ
の
操
作
と
に
関
係
す
る
問
題
で
あ
り
、
よ
り
具
体
的
に
云
え
ば
、
第
一
に
、
法
的
ス

タ
ッ
フ
(
裁
判
所
等
)
の
行
為
の
法
的
制
御
の
場
に
お
け
る
法
ド
グ
マ
の
研
究
、
第
二
に
法
そ
の
も
の
の
研
究
で
あ
日
戸
も
と
よ
り
法
的
ド

グ
マ
と
か
法
そ
の
も
の
の
研
究
と
い
っ
て
も
、
法
を
、
ド
グ
マ
と
し
て
と
ら
え
る
の
で
は
な
く
、
法
的
ス
タ
ッ
フ
の
制
御
の
場
に
お
け
る
そ
の

〈

4
V

機
能
に
お
い
て
と
ら
え
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
川
島
の
問
題
提
起
で
あ
る
。

し
か
し
、
川
島
に
よ
れ
ば
、
法
そ
の
も
の
、
法
的
ド
グ
マ
を
一
般
に
、
そ
の
社
会
的
機
能
に
お
い
て
法
社
会
学
的
に
研
究
す
る
場
合
に
、

克
服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
一
つ
の
障
碍
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
従
来
、
法
的
規
範
が
主
と
し
て
法
解
釈
学
と
か
法
哲
学
の
主
題
と
し
て
扱
わ

れ
た
た
め
に
、
法
が
ま
さ
に
ド
グ
マ
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
来
た
こ
と
で
あ
る
。
法
律
学
は
こ
と
ば
を
不
可
欠
の
「
道
具
」
と
し
、
こ
と
ば

の
操
作
(
特
に
意
味
論
的
操
作
)
に
よ
っ
て
裁
判
所
等
の
判
断
と
か
、
裁
判
所
等
の
判
断
に
対
す
る
人
々
の
反
応
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ(

5〉

と
を
目
的
と
す
る
た
め
に
、
法
的
教
義
を
構
成
し
、
説
明
し
、
正
当
化
・
体
系
化
す
べ
く
、
法
命
題
を
理
想
・
願
望
な
い
し
信
念
の
表
明

ハ
実
践
的
価
値
判
断
〉
と
し
て
構
成
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
川
島
は
ド
グ
マ
を
、
伝
統
的
な
、
理
想
、
願
望
、
信
念
の
表
明
の
体
系
と
し
て
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説'

理
解
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
、
川
島
に
よ
れ
ば
、
自
己
完
結
的
で
形
而
上
学
的
観
念
体
系
が
形
成
さ
れ
お
山
法
社
会
学
が
ま
ず
と
り
か
か
る

べ
き
作
業
は
、
か
か
る
〔
本
質
主
義
的
な
〕
形
而
上
学
的
観
念
に
よ
っ
て
理
解
さ
れ
た
「
法
」
「
権
利
」
「
義
務
」
「
所
有
権
」
「
責
任
」

「
過
失
」
等
の
小
帝
舟
骨
を
経
験
科
学
の
こ
と
ば
、
す
な
わ
ち
観
察
で
き
る
経
験
的
事
物
を
指
示
す
る
こ
と
ば
に
翻
訳
す
る
こ
と
で
あ
一
匁

こ
こ
で
と
り
あ
え
ず
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
お
こ
う
。
そ
の
一
つ
は
、
川
島
が
意
味
日
指
示
物
理
論
公
Z
B
F
B己
同
町
四
O
弓

え

自

g包
口
問
)
を
採
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
初
期
の
論
理
的
経
験
主
義
(
論
理
的
実
証
主
義
)
が
採
用
し
た
立
場
で
あ
る
c

そ
の
こ

は
、
川
島
が
、
形
而
上
学
的
用
語
を
、
観
察
可
能
な
事
物
を
直
接
指
示
す
る
こ
と
の
な
い
用
語
と
し
て
規
定
し
て
い
る
こ
と
で
払
記
。
こ
れ

論

ら
の
点
に
つ
い
て
は
、
後
に
少
し
詳
し
く
扱
う
つ
も
り
で
い
る
。

と
こ
ろ
で
川
島
は
、
と
の
よ
う
な
「
翻
訳
」
の
作
業
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
な
注
意
を
与
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

ω

「
権
利
」
等
の
形
市
上
学
的
こ
と
ば
の
意
味
を
観
察
で
き
る
事
実
に
翻
訳
す
る
仕
事
は
、
操
作
的
定
義

(
O
胃

gtoE-
仏
町
内

E
t
oロ
)
を
構

成
す
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
操
作
的
定
義
の
構
成
は
、
単
な
る
意
味
の
お
き
か
え
で
は
な
い
。
そ
れ
は
従
来
慣
用
さ
れ
た

日
常
言
語
の
意
味
す
る
観
念
的
内
容
を
観
察
で
き
る
事
物
に
転
換
す
る
こ
と
で
あ
る
。
い
い
か
え
る
と
、
抽
象
の
結
果
た
る
観
念
か
ら
抽
象

「法」

の
素
材
〔
た
る
事
物
〕
に
遡
る
こ
と
で
あ
る
、
と
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
う
云
い
換
え
て
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
こ
と
ば
で
示
さ
れ
る
観
念
の
世

界
を
遊
泳
す
る
の
で
は
な
く
、
こ
と
ば
で
意
味
さ
れ
る
(
指
示
さ
れ
る
)
言
語
外
の
事
物
の
世
界
に
入
っ
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
。
こ

れ
は
、
本
来
論
理
経
験
主
義
者
の
多
く
が
と
な
え
た
、
こ
と
ば
(
記
号
)
と
こ
と
ば
(
記
号
)
の
置
換
と
し
て
の
定
義
守
山

E
S
E
g
-
骨
l

同
訂
正

5
ロ
構
文
論
的
、
統
語
論
的
定
義
)
で
は
な
く
、
広
い
意
味
で
の
「
事
物
定
義
」
の
一
つ
で
あ
る
い
わ
ゆ
る
意
味
論
的
定
義
(
凹

ggz-s-

円
四
町
内

5
E
oロ
)
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
な
る
ほ
ど
「
事
物
定
義
」
は
、
悪
評
高
い
「
本
質
定
義
」
(
円
自
己
門
笠
宮
E
S
)
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は

な
い
(
『

g-
待
問
・
は
単
に
文
字
通
り
に
物
(
お
る
の
定
義
な
の
で
は
な
く
、
物
の
本
質
の
定
義
の
こ
と
で
あ
る
〉
。

ω

け
て
、
科
学
研
究
の
た
め
の
基
礎
作
業
と
し
て
、
さ
ら
に
ニ
つ
の
作
業
が
必
要
で
あ
る
、
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
例

川
島
は
さ
ら
に
続

従
来
の
用
語
が
前
提
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し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
事
物
の
他
に
、
分
析
の
た
め
に
芳
慮
に
入
れ
ら
れ
る
べ
き
事
物
を
探
し
出
す
こ
と
、
お
よ
び
、
助

こ
れ
ら
す
べ

て
の
事
物
を
相
互
に
関
係
づ
け
整
序
す
る
仕
事
が
必
要
で
あ
り
、
こ
れ
ら
二
つ
の
仕
事
は
、
研
究
者
が
法
に
つ
い
て
も
っ
て
い
る
問
題
意
識

ハ

uv

に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
、
と
。
恐
ら
く
川
島
が
念
頭
に
お
い
て
い
る
の
は
概
念
の
、
研
究
目
的
に
即
し
た
合
理
的
再
構
成
で
あ
ろ
う
。
い
わ

ゆ
る
「
論
理
的
分
析
」

(-omFg-
自由
-3-6、
「
解
明
」

(
2
1
-
s
z
oろ
で
あ
っ
て
、
普
通
、
一
定
の
理
論
的
体
系
の
内
部
で
な
さ
れ
る
提

ハロ)

案
(
官
。
吉
田
巳
)
で
あ
り
、
そ
の
局
面
で
は
そ
れ
自
体
は
真
と
も
偽
と
も
云
え
な
い
(
つ
ま
り
、
命
題
官
。
吉
田

E
oロ
で
は
な
い
)
が
、

ハ
日
)

い
く
つ
か
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。

法
的
に
任
意
と
は
云
え
な
い
他
、

いわゆる「経験法学」の可能性あるいは不可能性(1)

と
こ
ろ
で
、
広
い
意
味
で
「
操
作
主
義
」
と
云
わ
れ
る
の
は
、
後
述
す
る
と
こ
ろ
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
あ
る
言
明
が
有
意
味
で
あ
る
た

め
に
は
、
そ
の
言
明
の
経
験
的
真
偽
を
確
か
め
る
た
め
に
採
ら
れ
る
べ
き
経
験
的
(
現
実
的
)
操
作
手
続
守
宮

S
H
5
p
官

2
a
5
4
が
規

定
さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
の
よ
う
な
規
定
を
伴
わ
な
い
、
ま
た
は
伴
い
え
な
い
言
明
は
、
少
な
く
と
も
経
験
的
に
無
意
味
で
あ
る
、
と
い
う

主
張
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
は
合
理
的
再
構
成
と
い
う
考
え
方
は
、
少
く
と
も
表
面
的
に
は
、
含
ま
れ
て
い
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
川
島
の
考

え
方
を
操
作
主
義
と
し
て
分
類
す
る
こ
と
は
間
違
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
あ
る
一
つ
の
点
で
は
操
作
主
義
的
と
考
え
て
差
支

え
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
と
い
う
の
は
、
ブ
リ
ッ
ジ
マ
ン
(
何
者
・
切
口
企
5
8
)
が
最
初
に
操
作
主
義
を
唱
え
た
と
き
、
不
覚
に
も
、
一
守
口

ハ

uv

明
を
構
成
す
る
記
述
的
語
棄
は
、
観
測
手
続
が
規
定
さ
れ
な
け
れ
ば
無
意
味
で
あ
る
、
あ
る
い
は
、
用
語
の
意
味
は
観
測
手
続
と
同
じ
で
あ

る
と
称
し
て
、
各
々
の
語
の
意
味
を
操
作
的
に
定
義
す
べ
き
こ
と
を
論
じ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
点
で
川
島
の
立
場
は
い
か
に
も
近
似
し
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
語
の
真
偽
を
論
ず
る
こ
と
は
、
意
味
が
な
い
。
た
し
か
に
、
ブ
リ
ッ
ジ
マ
ン
が
起
述
的
語
葉
を
操
作
の
組
と
し

て
定
義
し
よ
う
と
す
る
の
に
対
し
て
、
川
島
が
観
察
語
で
経
験
的
指
示
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
定
義
し
よ
う
と
す
る
点
に
、
は
っ
き
り
と

し
た
違
い
を
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
、
ブ
リ
ッ
ジ
マ
ン
は
操
作
の
組
を
観
察
語
で
定
義
す
る
の
だ
か
ら
、
ブ
リ
ッ
ジ
マ
ン
と
川
島
と
の

こ
の
違
い
は
、

そ
の
限
り
で
は
、
副
次
的
な
も
の
に
過
ぎ
な
い
と
い
え
る
。

方
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説

「
操
作
主
義
」
は
物
理
学
で
は
さ
し
た
る
影
響
を
与
え
ず
、
そ
の
方
法
が
パ
ラ
ダ
イ
ム
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と

い
ず
れ
に
せ
よ
、

論

は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
周
知
の
如
く
、
人
文
・
社
会
科
学
(
特
に
心
理
学
や
品
質
管
理
の
研
究
)
で
は
、
特
に
米
国
な
ど
で
大
き
な
影
響

(
M
a
)
 

を
与
え
た
。
「
経
験
法
学
」
も
そ
の
例
外
で
は
な
い
。
そ
れ
が
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
特
殊
相
対
性
理
論
の
大
成
功
と
い
う
後
光
と
結
び

つ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
こ
の
影
響
力
を
助
け
た
で
あ
ろ
う
。

ω
そ
れ
で
は
科
学
的
作
業
は
、
そ
の
よ
う
に
操
作
的
に
定
義
さ
れ
た
用
語

の
み
で
遂
行
し
う
る
の
だ
ろ
う
か
。
も
し
操
作
的
に
定
義
さ
れ
な
い
、
つ
ま
り
、
経
験
的
事
物
を
指
示
し
な
い
用
語
が
科
学
理
論
の
中
に
含

ま
れ
て
い
る
と
、
そ
の
科
学
理
論
は
形
而
上
学
的
で
あ
り
か
つ
ま
た
無
意
味
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
に
、
た
し
か
に
川
島
理
論
の
デ
ィ
レ

ン
マ
が
あ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
川
島
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
科
学
の
理
論
モ
デ
ル
に
お
い
て
は
、
直
接
に
観
察
可
能

な
事
物
を
指
示
す
る
守
目
立
ユ

g
-
B
F
S
E
を
も
っ
)
用
語
し
か
用
い
ら
れ
な
い
と
か
、
用
い
て
は
な
ら
な
い
と
芳
え
で
は
な
ら
な
い
。

そ
う
で
な
く
、
ロ
。
ロ
・
巾

BH】

E
g
-
z
r
B
E
を
も
っ
用
語
も
有
用
で
あ
り
、
必
要
な
の
で
あ
る
。
た
だ
し
そ
れ
は
、

一
定
の
理
論
構
成
の
道

具
と
し
て
、
上
述
の
よ
う
な
観
察
可
能
な
事
物
を
出
発
点
と
し
つ
つ
、
そ
れ
ら
の
聞
の
一
定
の
関
係
を
指
示
す
る
と
こ
ろ
の
佐
O
円
マ
宮
ロ
仏

そ
う
で
な
け
れ
ば
、
観
察
可
能
な
現
象
を
分
析
す
る
道
具
と
し
て
構
成
さ
れ
た
公
理
、
も
し
く
は
そ
れ
か

な
〔
縮
約
的
〕
記
号
で
あ
る
か
、

ら
演
縛
さ
れ
た
結
果
を
指
示
す
る
記
号
令

S
8
1
σ
吋

間
百
件
己
主
oる
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
(
た
と
え
ば
、
力
学
に
お
け
る
「
カ
」
と

こ
れ
が
概
念
構
成
に
お
い
て
注
意
す
べ
き
第
三
の
点
で
あ
る
、

か
「
質
量
」
と
か
、
マ
ル
ク
ス
に
お
け
る
商
品
の
「
価
値
」
の
よ
う
に
)
。

〈
臼
)

と
。
す
な
わ
ち
、
操
作
的
定
義
の
で
き
な
い
用
語
、
直
接
観
察
で
き
る
指
示
物
を
も
た
な
い
用
語
に
は
、

ω
観
察
可
能
な
事
物
の
聞
の
、

〔
そ
れ
自
体
は
観
察
で
き
な
い
〕
関
係
を
指
示
す
る
用
語
と
、

ω
公
理
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ
、
そ
れ
自
体
は
元
来
観
察
不
能
な
事
物
を
指

一
示
す
る
と
い
う
意
味
で
経
験
的
で
な
い
用
語
(
川
島
は
公
理
を
指
示
す
る
語
と
い
っ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
概
念
は
不
要
で
あ
ろ
う
し
、

そ
の
語
は
経
験
的
な
指
示
対
象
を
も
っ
て
も
い
る
。
)
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
科
学
理
論
に
と
っ
て
不
可
欠
で
あ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

「
構
成
の
方
法

(
5
2
E仏
O
同

ハ
52HH。仏
O
同

匂

0
2己伊丹
F
O
ロ
ど
に
よ
る
概

n
o
g円

E
n
t
oロ
ど
に
よ
る
概
念
と
「
公
準
(
要
請
)

の
方
法
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(
時
一
}

念
公
。
口
口
昌
伸

σ川
、
吉
田
E
E
F
Oロ
)
の
区
別
は
、
初
め
ラ
γ
セ
ル

(
P
P岡
田
的
問
ロ
)
が
導
入
し
た
も
の
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
こ
こ
で
少
し
奇
妙
な
こ
と
に
気
づ
く
。
そ
の
奇
妙
さ
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
た
め
に
、
川
島
が
公
準
に
よ
る
概
念
の
例
と
し
て

挙
げ
て
い
る
も
の
を
拾
っ
て
み
よ
う
。
川
w

いわゆる「経験法学」の可能性あるいは不可能性(1)

川
島
は
、
後
に
見
る
よ
う
な
「
法
の
社
会
制
御
モ
デ
ル
」

H
「
法
の
構
造
モ
デ
ル
」
を
作
る
と

き
、
そ
の
基
本
概
念
と
な
る
「
社
会
的
行
為
」
と
か
「
社
会
制
御
」
と
い
う
概
念
を
‘
分
析
の
た
め
の
道
具
概
念
と
し
て
構
成
さ
れ
た
公
準

に
よ
る
概
念
で
あ
る
と
し
て
、
現
実
の
社
会
生
活
に
お
い
で
あ
る
現
象
が
重
要
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
現
象
を
指
示
す
る
日
常
用
語

の
意
味
を
そ
の
ま
ま
分
析
の
道
具
概
念
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
は
な
い
、
と
述
べ
て
い
る
。
い
い
か
え
る
と
、
「
社
会
的
行
為
」
と
か

(
汀
)

「
社
会
統
制
」
と
い
う
概
念
は
、
「
解
明
」
(
前
述
)
の
成
果
で
も
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
別
の
個
所
で
川
島
は
、
公
準
的
概
念
を
「
理
念

〈
四
〉

型
」
と
よ
ん
で
よ
い
と
述
べ
て
い
る
。
仲
さ
ら
に
川
島
は
、
「
法
の
紛
争
モ
デ
ル
」
日
「
法
の
機
能
モ
デ
ル
」
を
作
る
と
き
、
「
紛
争
」
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
紛
争
に
ど
の
よ
う
な
特
殊
H
法
的
な
処
理
の
形
態
が
対
応
す
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
公
準
的
理
論
を
構
成
す
る
こ
と

〈

uv

を
目
的
と
す
る
。
「
紛
争
」
も
公
準
に
よ
る
概
念
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
川
島
は
こ
こ
で
「
紛
争
」
(
全

8
5与
と
「
抗
争
」

「
抗
争
」
は
最
も
単
純
化
さ
れ
た
形
で
は
、

A
と
B
と
い
う
二
個
人
聞
の
社
会
的
行
為
の
あ
る
種
の
シ
ス
テ
ム

つ
ま
り

(
n
o口
町
民
円
円
)

を
区
別
す
る
。

で
あ
る
が
、
「
抗
争
」
と
い
う
社
会
行
為
シ
ス
テ
ム
の
前
提
と
な
る
の
は
、
両
者
の
行
為
目
標
の
不
可
両
立
性
の
存
在
で
あ
る
。
そ
し
て
、

(
初
〉

A
-
B
両
当
事
者
が
相
互
の
目
標
の
不
可
両
立
性
を
知
っ
て
い
て
そ
れ
を
指
向
す
る
行
為
を
す
る
場
合
に
、
「
抗
争
」
が
成
立
す
る
。
「
紛

争
」
は
「
抗
争
」
の
一
形
態
で
あ
る
が
、
抗
争
当
事
者
の
間
に
、
何
ら
か
の
程
度
で
力
の
均
衡
が
成
立
し
て
、
抗
争
行
為
が
そ
の
壬
卦
性
わ

つ
い
て
の
抗
争
に
転
移
し
た
と
き
、
「
紛
争
」
が
成
立
す
る
。
社
会
に
お
け
る
行
為
の
規
範
は
、
二
定
の
行
為
が
承
認
さ
れ
る
か
、
さ
れ
な

い
か
を
定
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
〔
つ
ま
り
、
正
当
化
さ
れ
る
か
否
か
を
定
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
〕
、
紛
争
を
処
理
す
る
こ
と
、
〔
あ
る
い
は
抗

(

幻

)

争
を
紛
争
へ
と
誘
導
す
る
こ
と
〕
を
目
的
と
し
て
い
る
。

ω円

「
法
」
も
ま
た
か
か
る
社
会
的
行
為
規
範
の
一
つ
で
あ
る
。
か
く
て
「
法
」

も
ま
た
公
準
に
よ
る
概
念
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
「
紛
争
」
の
処
理
に
当
っ
て
、
中
心
的
な
役
割
を
果
た
す
も
の
が
「
権
利
」
で
あ
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説

る
。
す
な
わ
ち
、
「
紛
争
」
(
正
当
性
に
つ
い
て
の
主
張
の
不
可
両
立
的
対
立
)
を
価
値
判
断
す
る
た
め
に
、
基
準
(
「
紛
争
判
断
幕
準
」
)
が

形
成
さ
れ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
規
準
に
よ
っ
て
、
あ
る
抗
争
行
為
〔
紛
争
行
為
〕
が
正
当
と
判
断
さ
れ
る
こ
と
の
論
理
的
帰
結
と
し
て
、

論

「
あ
る
利
益
が
抗
争
〔
紛
争
〕
当
事
者
の
一
人
に
属
す
る
か
ど
う
か
」
が
決
定
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
決
定
さ
れ
る
利
益
を
抽
象
化
し
て
指

(
辺
)

示
す
る
記
号
が
、
〔
一
般
に
〕
社
会
規
範
に
お
け
る
「
権
利
」
と
い
う
こ
と
ば
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
権
利
」
も
ま
た
公
準
に
よ
る
概
念
で
あ

っ
て
、
川
島
が
「
権
利
」
と
い
う
観
念
に
つ
い
て
特
に
次
の
よ
う
な
補
足
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
も
そ
れ
は
明
ら
か
で
あ
る
。
第
一

に
、
紛
争
判
断
規
準
か
ら
の
論
理
的
帰
結
〔
を
あ
ら
わ
す
観
念
的
構
成
物
〕
で
あ
る
。
「
権
利
」
と
い
う
こ
と
ば
で
指
示
さ
れ
て
い
る
利
益

は
現
実
に
存
在
し
て
い
る
利
益
に
対
応
し
て
い
る
と
は
云
ぇ
、
そ
の
利
益
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
紛
争
状
況
に
お
け
る
価
値
判
断
を
媒
介
と

し
て
成
立
す
る
観
念
的
存
在
(
概
念
)
で
あ
る
。
第
二
に
、
「
権
利
と
い
う
観
念
は
、
紛
争
判
断
規
準
か
ら
多
少
な
り
と
も
論
理
的
に
抽
象

さ
れ
た
産
物
で
あ
っ
て
、
判
断
規
準
の
明
確
性
や
現
実
性
の
程
度
に
依
存
す
る
」
、
い
官

さ
て
、
私
が
奇
妙
な
事
笑
と
い
っ
た
の
は
こ
う
で
あ
る
。

ω
川
島
は
ま
ず
、
形
而
上
学
的
観
念
に
よ
っ
て
理
解
さ
れ
た
「
法
」
と
か

「
権
利
」
と
い
う
こ
と
ば
は
、
経
験
科
学
の
こ
と
ば
、
す
な
わ
ち
観
察
可
能
な
経
験
的
事
物
を
指
示
す
る
こ
と
ば
に
翻
訳
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
、
要
求
し
た
。

ω

「
法
」
と
か
「
権
利
」
と
い
う
こ
と
ば
は
公
準
に
よ
る
概
念
で
あ
っ
て
、
直
接
に
観
察
で
き

る
事
物
を
指
示
し
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
非
経
験
的
で
あ
り
、
操
作
的
に
定
義
で
き
な
い
こ
と
ば
で
あ
る
、
と
云
う
の
で
あ
る
。
何
処
か
に

混
乱
は
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
ら
二
つ
の
レ
ン
マ
♀
F
5
5
$
の
う
ち
何
れ
に
執
く
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

し
か
し
次
い
で
、

「
法
」
と
か
「
権
利
」
と
い
う
言
葉
を
観
察
可
能
な
事
物
を
表
わ
す
言
葉
に
翻
訳
す
べ
き

だ
、
と
い
う
川
島
の
第
一
の
テ
l
ゼ
を
押
し
通
す
行
き
方
と
、

ω
こ
の
テ
ー
ゼ
を
放
棄
す
る
行
き
方
と
で
あ
る
。
だ
が
、
仙
の
行
き
方
に

細
か
く
区
別
立
て
を
す
る
と
、
な
お
二
つ
の
選
択
肢
が
考
え
ら
れ
る
。
同
「
法
」
と
か
「
権
利
」
と
い
う
言
葉
を
観
察
可
能
な
事
物
を
指

示
す
る
言
葉
に
翻
訳
す
べ
き
だ
と
い
う
狭
い
テ
ー
ゼ
を
放
棄
す
る
と
共
に
、
操
作
主
義
を
無
益
な
説
教
と
し
て
、
そ
の
精
神
を
も
捨
て
て
し

差
し
当
っ
て
ニ
つ
の
選
択
肢
が
あ
る
。

ω
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ま
う
か
、

ω
操
作
主
義
を
こ
の
よ
う
に
狭
〈
考
え
る
こ
と
を
止
め
て
、
公
準
に
よ
る
概
念
を
認
め
る
と
共
に
、
そ
の
よ
う
な
概
念
の
何
ら

か
の
操
作
化
を
通
じ
て
、
操
作
主
義
の
実
証
主
義
的
精
神
を
留
め
よ
う
と
す
る
か
、
で
あ
る
。
今
日
「
経
験
法
学
」
は
、
方
法
論
上
の
建
て

前
と
し
て
「
仮
設
・
演
鐸
法
」
を
と
っ
て
い
る
。
論
理
経
験
主
義
の
展
開
過
程
で
、
そ
れ
が
可
成
早
い
時
期
に
公
認
さ
れ
て
い
た
(
一
九
三

0
年
代
半
ば
。
後
述
参
照
)
こ
と
に
加
え
て
、
一
九
七
三
年
前
後
に
お
け
る
碧
海
の
「
改
宗
」
(
論
理
経
験
主
義
の
論
敵
・
ポ
ッ
パ

i
(穴・

3
3
m
C
の
承
認
)
が
大
き
な
要
因
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
「
経
験
法
学
」
に
お
け
る
「
仮
設
・
演
樺
法
」
の
解
釈
は
、
色
濃

いわゆる「経験法学」の可能性あるいは不可能性(1)

く
操
作
主
義
を
留
め
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
仮
設
・
演
揮
法
を
と
る
に
し
て
も
、
理
論
と
そ
こ
に
含
ま
れ
る
概
念
の
操

作
的
定
義
(
「
操
作
化
」
)
と
の
内
的
関
係

l
す
な
わ
ち
、
操
作
化
に
当
っ
て
理
論
が
ど
の
よ
う
に
関
係
す
る
か
、
ま
た
、
操
作
化
は
理
論
の

中
で
ど
の
よ
う
に
進
行
す
る
の
か
j
を
正
面
に
据
え
て
芳
え
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
そ
こ
に
操
作
主
義
的
解
釈
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
、
と

考
え
ら
れ
も
し
よ
う
か
ら
で
あ
る
。
私
が

ωω
仰
の
よ
う
な
歯
切
れ
の
悪
い
選
択
肢
を
設
け
た
の
も
そ
の
た
め
で
あ
る
。
実
際
何
故
、
川
島
の

一
昆
し
て
奇
妙
な
デ
ィ
レ
ン
マ
が
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
、
暫
く
川
島
を
離
れ
て
、

「
経
験
法
学
」
の
内
部
で
理
論
と
そ
の
概
念

の
操
作
化
と
の
聞
の
内
的
関
係
を
ど
の
よ
う
に
把
え
て
い
る
か
を
簡
単
に
見
て
お
き
た
い
の
で
あ
る
が
、
そ
の
前
に
、
こ
の
デ
ィ
レ
ン
マ
に

対
す
る
川
島
の
回
答
の
中
で
、
最
も
断
定
的
で
か
つ
ラ
デ
4

カ
ル
な
も
の
に
ま
ず
注
目
し
て
お
こ
う
。

川
島
は
操
作
的
に
定
義
で
き
な
い
で

E
oロ
ゐ
ヨ
同
号
-
s
-
S
F
B
E
を
も
っ
」
用
語
の
一
つ
と
し
て
、
観
察
可
能
な
事
物
の
聞
の
、

れ
自
体
は
観
察
で
き
な
い
〕
関
係
を
指
示
す
る
岳
o
ユ
-rg仏
な
用
語
〔
縮
約
的
記
号
〕
、
あ
る
い
は
公
理
か
ら
の
論
理
的
帰
結
を
指
示
す
る

〔
由
吉
『
岳

g与
な
〕
用
語
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
必
ず
し
も
明
瞭
で
は
な
い
。
そ
れ
ら
の
関
係
や
機
能
を
実
体
化
合
2
4

な
記
号
と
い
う
の
は
、
そ
こ
に
特
別
の
概
念
の
必
要

守
)
し
で
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
ま
で
は
分
る
と
し
よ
う
。
で
は
任
。
『
寸
宮
ロ
門
凶

が
論
理
的
に
は
な
く
、
そ
れ
は
消
去
し
う
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
、
そ
う
で
あ
ろ
う
。
経
験
法
学
と
し
て
の
法
社
会
学

の
課
題
は
、
単
に
現
象
を
記
述
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
現
象
の
聞
の
規
則
的
な
関
係
を
法
則
と
し
て
と
り
出
し
、
現
象
の
説
明
や
予
測
を
し

r、
そ
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説

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
理
論
は
そ
れ
へ
の
入
力
と
し
て
の
現
象
の
経
験
可
能
な
情
報
を
、
出
力
と
し
て
の
現
象
の
経
験
可
能
な
情

ミι
μ川

報
に
変
換
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
そ
し
て
¥
あ
る
い
は
、
理
論
の
個
々
の
概
念
も
観
察
可
能
な
諸
現
象
を
架
橋
す
る
概
念
的
ブ
リ
ッ
ジ
で

(

お

〉

あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
や
ブ
リ
ッ
ジ
は
論
理
的
に
消
去
可
能
だ
、
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の

mvo平
}
岡
田
口
ー
与
な
記
号
と

い
う
こ
と
で
大
体
何
を
想
像
す
れ
ば
よ
い
か
は
、
や
が
て
明
ら
か
に
な
る
が
、
こ
こ
で
は
、

m
F
O
円
寸
}
岡
田
ロ
仏
な
記
号
と
い
う
こ
と
ば
の
一
つ
の

解
釈
と
し
て
「
論
理
的
な
消
去
可
能
性
」
を
含
意
し
う
る
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
が
実
際
に
主
張
で
き
る
こ
と
な
の
だ
ろ
う

か
、
と
い
う
問
題
に
留
意
し
て
お
き
た
い
。
例
え
ば
物
理
学
に
お
い
て
、
あ
る
物
理
量
(
例
え
ば
あ
る
ヴ
ェ
ク
タ

l
)
に
加
え
ら
れ
る
一
定

の
操
作
(
例
え
ば
、
そ
の
ヴ
ェ
ク
タ
I
の
各
座
標
成
分
の
二
階
偏
徴
分
を
成
分
と
す
る
新
し
い
ヴ
ェ
ク
タ
ー
を
作
る
と
い
う
操
作
l
但
し
こ

操
作
と
い
う
も
の
の
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
た
め
の
例
に
す
ぎ
な
い
。
|
〉
の
記
号
(
演
算
子
。
元
の
ヴ
ェ
ク
タ

l
の
頭
に
掛
け
て
操

そ
れ
は
川
島
の
立
場
と
抵
触
す
る
こ

れ
は
、

作
を
あ
ら
わ
す
記
号
)
を
、
そ
れ
自
体
一
つ
の
物
理
量
を
表
わ
す
も
の
と
し
て
扱
う
こ
と
が
あ
る
が
、

と
に
な
ろ
う
(
第
二
章
三
参
照
)
。

さ
て
、

「
経
験
法
学
」
の
内
部
で
理
論
と
そ
の
操
作
化
と
の
関
係
が
ど
の
よ
う
に
芳
え
ら
れ
て
い
る
か
を
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。
わ
れ
わ

れ
の
差
し
当
っ
て
の
関
心
事
は
、
そ
こ
で
見
ら
れ
る
理
解
が
間
違
っ
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
よ
り
も
、
む
し
ろ
、

理
解
が
存
在
し
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
条
件
に
依
存
し
、
制
約
さ
れ
て
い
る
か
を
理
解
す
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。
仮
設
・
演
緯
法
の
大
体
の

一
体
ど
の
よ
う
な

イ
メ
ー
ジ
か
ら
始
め
て
み
よ
う
(
〔

〕
内
は
私
の
加
筆
で
あ
る
〉
。

科
学
に
お
け
る
定
石
は
モ
デ
ル
と
し
て
の
仮
設
的
理
論
を
作
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
ら
れ
る
。

歴
史
に
お
い
て
理
論
が
最
初
に
作
ら
れ
た
と
い
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
理
論
か
ら
は
じ
め
ね
ば
な
ら
ぬ
の
は
、
経
験
か
ら
理
論
を
帰
納
す

る
と
い
う
こ
と
が
論
理
的
に
許
さ
れ
な
い
と
芳
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
〕
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
理
論
は
操
作
化
を
媒
介
と
し
て
実
験
計

(
幻
)

画
法
に
乗
せ
ら
れ
て
検
証
さ
れ
、
よ
り
よ
き
理
論
に
止
揚
さ
れ
る
。
こ
こ
に
は
三
つ
の
条
件
が
あ
っ
て
「
完
全
な
」
科
学
理
論
は
そ
れ
ら
を

〔
こ
れ
は
論
理
的
な
話
で
あ
っ
て
、
人
類
の
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満
た
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ω
公
準
が
明
示
さ
れ
、
論
証
手
続
が
特
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
こ
の
条
件
が
満
た
さ
れ
る
と
「
完
全

いわゆる「経験法学」の可能性あるいは不可能性(1)

〔
要
す
る
に
公
理
系
と
推
論
規
則
が
完
備
し
た
公
理
体
系
と
な
っ
て
い
る
こ
と
。
だ
が
、
現
実
に
物
理
学
が
完
全
に

公
理
化
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な
い
し
、
数
学
の
体
系
の
多
く
が
論
理
的
に
「
完
全
」
で
は
な
い
。
〕

ω
実
証
の
手
続
が

特
定
し
て
い
る
こ
と
。
デ
ー
タ
の
処
理
法
、
実
験
・
観
測
の
手
続
が
特
定
化
さ
れ
、
実
証
の
た
め
の
条
件
が
明
確
化
さ
れ
て
い
る
と
「
完
全

実
証
」
と
い
わ
れ
る
。
〔
こ
れ
は
実
験
と
か
観
測
の
段
階
の
問
題
で
あ
る
。
〕
∞
理
論
と
実
証
と
の
聞
の
橋
渡
し
の
方
法
が
特
定
化
さ
れ

て
い
る
こ
と
。
こ
こ
で
は
推
定
又
は
仮
設
の
検
定
の
問
題
、
す
な
わ
ち
現
実
の
経
験
を
用
い
て
理
論
を
証
明
し
、
修
正
し
、
あ
る
い
は
破
棄

(
お
)

す
る
た
め
の
条
件
の
特
定
化
が
問
題
で
、

理
論
」
と
い
わ
れ
る
。

〔
理
論
と
観
測
と
を
結
び
つ
け
る
操
作
的
定
義
の
必
要
性
も
こ
こ
に
あ
る
o
〕

さ
て
、
理
論
の
中
で
用
い
ら
れ
、
直
接
観
察
述
語
で
規
定
で
き
な
い
よ
う
な
概
念
と
し
て
、

「
経
験
法
学
」
で
は
、
「
媒
介
変
数
」
と
「
仮

〔
(
仮
設
的
構
成
概
念
む
が
芳
え
ら
れ
て
い
る
が
、
理
論
の
中
で
、
独
立
変
数
と
従
属
変
数
と
の
関
係
が
複
雑
で
こ
れ
を
直

接
推
定
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
、

説
的
構
成
体
」

〔
間
に
媒
介
変
数
を
入
れ
て
、
〕

独
立
変
数
と
媒
介
変
数
、

媒
介
変
数
と
従
属
変
数
と
い
う
こ
つ
の

一
つ
づ
っ
芳
察
し
、
こ
れ
ら
を
綜
合
す
る
こ
と
で
終
局
的
に
は
独
立
変
数
と
従
属
変
数
と
の
関
係
を
確
定
す
る
こ
と
が
行

〔
独
立
変
数
(
入
力
側
)
と
従
属
変
数
(
出
力
側
)
は
多
か
れ
少
な
か
れ
、
観
察
可
能
な
経
験
と
直
接
的
に
対
応
す
る
こ
と
が
期

わ関
れ係
る29に
。)分

離
し

侍
さ
れ
て
い
る
が
、
公
準
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ
る
概
念
(
仮
設
的
構
成
概
念
)
は
、
そ
れ
自
体
と
し
て
は
経
験
に
直
接
対
応
せ
ず
、
極
め
て

迂
遠
な
関
係
し
か
も
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
と
い
う
の
も
、
か
か
る
概
念
が
導
入
さ
れ
る
〕
基
本
的
仮
定
は
、
〔
そ
れ
自
体
と
し
て
は
〕
操
作

的
妥
当
性
を
も
つ
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
ゲ
そ
し
て
、
媒
介
変
数
と
仮
設
的
構
成
体
と
の
聞
に
は
大
体
次
の
よ
う
な
関
係
が
想
定
さ
れ

て
い
る
。
媒
介
変
数
が
、
外
面
的
か
つ
測
定
可
能
な
諸
変
数
と
の
結
び
つ
き
方
が
特
定
さ
れ
た
概
念
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
仮
設
的
構
成
体

の
方
で
は
、
そ
の
よ
う
な
結
び
つ
き
方
が
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
。
後
者
は
、
忠
芳
を
節
約
し
て
整
理
す
る
上
の
便
宜
の
た
め
に
導
入
さ

(
幻
)

れ
る
想
像
上
の
概
念
で
あ
る
。
媒
介
変
数
の
場
合
に
は
完
全
に
操
作
化
し
て
い
る
と
云
え
る
が
、
仮
設
的
構
成
体
の
場
合
に
は
、
操
作
化
は
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説

円
明
記
》

不
完
全
で
あ
る
。
そ
こ
で
仮
説
的
構
成
体
は
、
あ
る
い
は
実
証
の
裏
付
け
を
得
て
媒
介
変
数
に
昇
格
し
(
傍
点
、
守
屋
)
、
あ
る
い
は
必
要

(
お
)

性
を
失
っ
て
消
滅
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
何
れ
の
道
を
も
と
ら
ず
、
仮
設
的
構
成
体
に
留
る
場
合
も
あ
る
、
と
一
文
わ
れ
る
。
し
か
し
、
仮
設
的

構
成
体
と
い
っ
て
も
、
理
念
型
か
類
型
概
念
と
紙
一
重
で
用
い
ら
れ
て
い
る
例
も
あ
る
。
例
え
ば
、
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
の
定
常
的
存
在
は
、
そ

(
M
)
 

れ
に
対
応
す
る
仮
説
的
構
成
体
と
し
て
、
「
殺
人
は
重
刑
に
処
せ
ら
れ
る
」
な
ど
の
情
報
を
生
む
と
い
う
。
〔
こ
の
よ
う
に
理
論
に
と
っ
て

決
定
的
な
こ
と
は
、
理
論
化
を
い
か
に
行
う
か
と
い
う
こ
と
と
、
確
証
を
い
か
に
す
る
か
と
い
う
二
つ
の
問
題
で
あ
る
が
、
理
論
に
含
ま
れ

論

る
概
念
の
〕
理
論
的
特
定
化
と
操
作
化
と
は
別
の
レ
ヴ
ェ
ル
の
問
題
で
あ
る
。
前
者
は
、
諸
概
念
と
そ
れ
ら
の
相
互
関
係
を
理
論
の
上
で
明

確
に
特
定
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
操
作
化
と
は
理
論
に
よ
っ
て
特
定
さ
れ
た
諸
概
念
を
現
実
に
結
び
つ
け
る
手
段
を
見
出
す
こ
と
で
、
こ
れ

に
よ
っ
て
は
じ
め
て
理
論
上
の
概
念
が
現
実
に
お
い
て
識
別
可
能
と
な
る
。

〈
お
)

で
あ
る
。

理
論
を
実
証
に
よ
っ
て
裏
づ
け
る
た
め
に
は
操
作
化
が
不
可
欠

さ
て
そ
れ
で
は
、
操
作
化
と
理
論
化
と
の
内
的
関
係
は
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
操
作
的
定
義
の
例
と
し
挙
げ
ら
れ

て
い
る
も
の
を
、
ま
ず
二
つ
示
そ
う
。
的
科
学
者
は
概
念
を
実
体
的
に
は
芳
え
な
い
で
、
い
く
つ
か
の
特
徴
に
着
目
し
て
そ
れ
ら
の
組
合

せ
と
し
て
考
え
る
。
し
か
も
さ
ら
に
進
ん
で
、
同
一
の
特
徴
の
組
合
せ
を
も
っ
て
同
一
の
概
念
あ
る
い
は
物
と
芳
え
る
。
こ
の
よ
う
な
定
義

〈
部
〉

を
操
作
的
定
義
と
い
う
、
と
云
わ
れ
る
。
同

さ
ら
に
例
え
ば
、
理
論
に
無
定
義
で
導
入
さ
れ
た
「
価
値
」
と
い
う
概
念
を
操
作
化
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
価
値
そ
の
も
の
を
ア
プ
リ
オ
リ
に
前
提
し
て
そ
れ
が
本
来
何
ら
か
の
意
味
を
内
在
さ
せ
て
い
る
と
芳
え
る
の
で
は
な
く
、
外

面
的
行
動
を
出
発
点
と
し
て
そ
の
結
び
つ
き
に
よ
っ
て
「
価
値
」
を
構
成
す
る
と
き
、
操
作
的
定
義
を
し
た
と
云
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
例
で

は、

ω
操
作
的
定
義
が
、
例
概
念
の
実
体
化
を
避
け
、
概
念
を
確
定
す
る
実
際
の
手
続
の
束
と
し
て
概
念
を
規
定
す
る
こ
と
。
(
尤
も
、

実
際
の
操
作
で
概
念
を
確
定
す
る
、
と
い
う
言
い
方
は
不
正
確
で
誤
解
を
招
く
言
い
方
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
何
れ
明
ら
か
に
な
ろ
う
。
)

あ
る
種
の
操
作
化
が
、
実
験
や
観
察
に
よ
り
よ
く
照
応
す
る
1

1
一
層
経
験
的
妥
当
性
を
も
っ
l

1
一
般
理
論
を
作
る
中
で
、
当
該
概

(b) 
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念
を
再
構
成
な
い
し
再
定
義
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
こ
と
は
例
え
ば
、
従
来
の
〔
社
会
学
で
の
〕

構
造
機
能
分
析
は
、
機
能
的
必
要
か
ら
〔
す
な
わ
ち
、
機
能
的
必
要
を
出
発
点
と
し
て
〕
構
造
を
説
明
し
、
構
造
か
ら
さ
ら
に
外
面
的
行
動

を
説
明
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
機
能
的
必
要
と
か
構
造
と
か
い
う
概
念
は
、
何
れ
も
仮
設
的
構
成
体
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
ら

の
概
念
を
シ
ス
テ
ム
行
動
と
い
う
操
作
的
概
念
の
上
に
構
築
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
理
論
の
中
に
位
置
づ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
操
作
的
定
義
を
与

(
お
)

え
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
云
わ
れ
て
い
る
の
で
も
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
う
し
た
考
え
の
先
例
と
し
て
有
名
な
も
の
に
は
、

ニ
ュ
ー
ト
ン
の
運

動
法
則
の
中
の
「
カ
」
の
概
念
に
与
え
た
マ
ッ
ハ
(
同
冨

R
Z
の
解
釈
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
例
か
ら
さ
ら
に
、

ω
理
論
と
理
論
中
の
概

いわゆる「経験法学」の可能性あるいは不可能性(1)

念
の
操
作
化
と
の
聞
の
内
的
関
係
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
共
通
の
基
本
的
理
解
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
理
論
に
含
ま
れ

る
概
念
は
、
直
接
的
な
操
作
化
に
よ
る
に
せ
よ
、
あ
る
い
は
、
よ
り
経
験
的
な
理
論
|
こ
れ
は
最
初
の
理
論
に
対
し
て
メ
タ
理
論
と
機
能
す

る
が
|
の
中
へ
の
翻
案
(
単
な
る
翻
訳
と
い
う
よ
り
は
構
想
の
変
更
を
伴
っ
て
い
る
再
定
義
)
に
よ
る
に
せ
よ
、
当
該
理
論
と
は
独
立
に
、

(
犯
)

あ
る
い
は
平
行
的
に
操
作
化
で
き
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
よ
う
な
操
作
化
の
例
を
知
ら
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
例
え

「
交
換
価
値
」
を
「
平
均
的
社
会
労
働
に
お
け
る
時
間
」
と
し
て
一
歩
操
作
化
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
社
会
科
学
で
は
多
い
例
で

「
理
念
型
」
と
い
う
場
合
に
も
多
か
れ
少
な
か
れ
操
作
的
意
味
を
含
ん
で
い
る
。
わ
れ
わ
れ
が
現
実
に
そ
の
徴
表
を
比
較
的
容
易
に

ぱ、あ
る
。

見
て
と
る
こ
と
の
で
き
る
諸
性
質
や
諸
関
係
・
諸
機
能
の
組
合
わ
せ
で
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、

わ
れ
わ
れ
は
す
で
に
、
理
念
型
と
い
う
も
の
に
つ
い
て
い
く
ら
か
の
予
備
知
識
を
も
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
そ
れ
が
類
似
の

社
会
現
象
と
か
社
会
形
態
を
相
互
に
比
較
し
た
り
、
位
置
づ
け
た
り
す
る
た
め
の
観
念
的
基
準
と
し
て
、
人
聞
に
よ
っ
て
研
究
目
的
に
応
じ

て
作
ら
れ
た
も
の
で
、
全
く
任
意
と
い
う
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
が
、

つ
ま
り
、
多
少
な
り
と
も
現
実
に
対
応
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
理
念
型
が
そ
の
ま
ま
社
会
に
実
在
す
る
必
要
は
な
い
、
と
い
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
人
間
の
認
識
方
法
は
、
何
も
社
会
科
学

「
こ
の
握
り
飯
は
正
三
角
形
だ
」
と
い
う
と
き
に
も
存
在
す
る
し
、
科
学
理
論
を
極
め
て
複
雑
な
理
念
型
の
一
つ
だ
と
芳
え
る

に
限
ら
ず
、
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こ
と
も
で
き
る
。
こ
の
思
想
の
中
で
中
心
と
な
る
契
機
は
、
そ
れ
が
認
識
の
基
準
と
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
心
理
学
で
「
構
え
」
と
い

(
仙
叩
〉

わ
れ
る
も
の
も
そ
う
で
あ
る
が
、
わ
れ
わ
れ
は
あ
れ
こ
れ
の
基
準
系
を
も
っ
て
生
き
て
い
る
。
そ
れ
(
基
準
系
)
が
現
実
に
近
い
か
ど
う

論

か
、
さ
ら
に
、
基
準
系
の
変
更
が
ど
の
よ
う
に
し
て
行
わ
れ
る
か
は
そ
れ
か
ら
先
の
問
題
で
あ
る
。

そ
う
は
云
っ
て
も
、
理
念
型
と
公
準
に
よ
る
概
念
と
の
間
に
は
や
は
り
距
離
を
置
い
て
考
え
た
方
が
よ
い
で
あ
ろ
う
。
法
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
が
わ
れ
わ
れ
の
日
常
経
験
か
ら
離
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
制
約
が
あ
る
の
で
、
法
理
論
の
構
成
と
い
っ
て
も
、
理
論
が
、
従
っ

て
理
論
に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
る
用
語
も
、
何
処
で
日
常
経
験
と
繋
が
る
の
か
余
程
熟
慮
し
な
い
と
判
ら
な
い
よ
う
で
は
話
に
な
ら
な
い
。
物

理
学
や
数
学
の
よ
う
に
高
い
抽
象
度
の
、
し
か
も
高
度
に
分
節
化
さ
れ
た
理
論
は
お
そ
ら
く
望
む
べ
く
し
て
も
叶
い
が
た
い
で
あ
ろ
う
。
川

島
が
「
公
準
に
よ
る
概
念
」
と
「
理
念
型
」
と
を
同
じ
性
格
の
も
の
だ
と
云
っ
て
も
も
う
一
つ
判
り
に
く
く
、
川
島
自
身
、

「
権
利
」
を
扱
う
場
合
ほ
と
ん
ど
理
念
型
で
処
理
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
実
際
問
題
と
し
て
も
両
者
を
区
別
し
た
方
が
、
少
く
と
も

「
法
」
と
か

現
段
階
で
は
、
危
険
よ
り
得
策
の
方
が
大
き
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

「
法
」
と
か
「
紛
争
」
と
か
「
権
利
」
の
川
島
に
よ
る
理
念
型
を
見
て

も
、
多
く
の
法
律
家
や
法
学
者
は
さ
し
て
奇
異
感
を
抱
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
も
し
抱
く
と
し
て
も
、
相
対
性
理
論
や
量
子
論
の
概
念
、
例
え

ば
、
相
対
性
理
論
の
時
・
空
概
念
や
「
へ
だ
た
り
」
(
町
民
2
4巳
)

の
概
念
、
重
力
場
の
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
・
テ
ン
ソ
ル
の
概
念
、
量
子
論

の
量
子
の
概
念
等
々
に
対
し
て
|
物
理
学
者
さ
え
抱
い
た
奇
異
感
、
現
実
疎
外
感
に
比
べ
れ
ば
物
の
数
で
は
な
い
。
相
対
性
理
論
や
量
子
論

を
多
く
の
物
理
学
者
が
受
け
容
れ
る
の
に
何
年
か
か
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
事
実
、

「
操
作
主
義
」
の
提
唱
者
ブ
リ
ッ
ジ
マ
ン
は
と
う
と
う

マ
ッ
ハ
も
ま
た
、
終
生
、
原
子
論
や
相
対
性
理
論
に
激
し
く
抵
抗
し
た
。
指

導
的
物
理
学
者
が
量
子
論
を
受
け
容
れ
る
に
は
一
一
年
を
要
し
た
。
に
も
拘
ら
ず
そ
れ
ら
の
理
論
は
、
よ
り
大
き
な
経
験
的
妥
当
性
を
保
有

一
般
相
対
性
理
論
を
受
け
容
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
し
、

し
て
い
た
の
で
あ
る
。
「
法
」
と
か
「
権
利
」
の
理
念
型
が
さ
し
た
る
奇
異
の
念
を
与
え
な
い
の
は
、
そ
れ
ら
の
理
念
型
が
、
容
易
に
、
何
ら

か
の
経
験
的
指
示
作
用
を
も
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
か
ら
で
あ
る
。

「
こ
れ
こ
れ
の
物
の
名
前
で
す
よ
」
と
言
わ
れ
れ
ば
人
は
安
心
し
て
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受
け
容
れ
る
の
で
あ
る
。
語
の
意
味
は
指
示
物
で
あ
る
と
い
う
芳
え
に
わ
れ
わ
れ
は
余
り
に
も
慣
れ
親
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る
。

川
島
が
「
公
準
に
よ
る
概
念
」
と
い
う
観
念
を
用
い
た
の
は
、
仮
設
・
演
鰐
法
に
)
気
に
引
き
つ
け
て
法
的
概
念
を
把
え
よ
う
と
し
た
結

(
位
)

果
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
と
操
作
主
義
の
聞
に
は
本
来
何
ら
か
の
コ
ン
フ
リ
ク
ト
が
あ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
の
コ
ン

フ
リ
ク
ト
を
中
和
す
る
形
で
理
念
型
が
使
わ
れ
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

さ
て
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
で
も
、
理
論
上
の
概
念
が
、
当
該
理
論
と
は
独
立
に
操
作
化
さ
れ
る
可
能
性
は
ど
の
よ
う
な
条
件
に
依
存
し
、

ど
の
よ
う
な
文
脈
に
制
約
さ
れ
て
い
る
か
が
ほ
ぼ
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
操
作
化
が
可
能
な
の
は
比
較
的
抽
象
度
が
低
く
、
高
度

いわゆる「経験法学」の可能性あるいは不可能性(1)

に
分
節
化
せ
ず
、
従
っ
て
理
論
の
各
部
分
の
聞
の
厳
密
な
依
存
性
が
弱
い
理
論
に
含
ま
れ
る
概
念
で
あ
る
よ
う
に
息
わ
れ
る
。
勿
論
こ
の
こ

と
は
、
仮
設
検
定
の
精
度
が
低
い
こ
と
と
も
相
関
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
理
論
の
中
の
概
念
に
は
当
該
理
論
が
い
わ
ば
比
較
的
に
内
在
化
し

(必〉

て
い
な
い
、
あ
る
い
は
ハ
ン
ソ
ン
ハ

Z
-
m
-
z
s
gろ
の
こ
と
ば
を
藷
り
る
と
、
そ
れ
ら
の
.
概
念
に
当
該
理
論
が
余
り
負
荷

(
p
g司ム
o邑
向

島

)

さ
れ
て
い
な
い
の
だ
、
と
い
え
よ
う
。
こ
の
場
合
概
念
の
操
作
化
も
ま
た
比
較
的
理
論
の
負
荷
を
う
け
な
い
し
、
さ
ら
に
、
理
論
の
中
の
派

生
的
概
念
の
み
で
な
く
、
基
本
的
概
念
す
ら
も
操
作
化
に
馴
染
み
易
い
。
例
え
ば
、
先
に
挙
げ
ら
れ
た
「
構
造
」
「
機
能
的
必
要
」
「
価
値
」
な

ど
の
概
念
に
つ
い
て
も
、
同
じ
こ
と
が
云
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
よ
う
な
場
合
、
本
来
の
操
作
主
義
と
仮
説
・
演
樟
法
と
の
聞
の
ギ
ャ

ッ
プ
は
余
り
は
っ
き
り
せ
ず
、
そ
の
結
果
、
概
念
が
そ
れ
を
含
む
理
論
と
は
独
立
に
操
作
化
し
う
る
と
い
う
、
仮
設
・
演
緯
法
の
操
作
主
義

的
解
釈
が
可
成
無
理
な
く
行
わ
れ
う
る
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

ニ
ュ
ー
ト
ン
力
学
に
お
け
る
力
の
概
念
す
ら
、
操
作
化
さ
れ
え
た
で
は
な
い
か

と
問
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

ニ
ュ
ー
ト
ン
力
、
学
に
本
当
に
革
命
が
起
き
た
の
は
、
そ
の
時
間
・
空
間
概
念
の
革
命
を
通
し
て
で

ニ
ュ
ー
ト
ン
の
時
間
・
空
間
概
念
を
形
而
上
学
的
概
念
と
批
判
し
た
マ
ッ
ハ
も
時
間
・
空
間
概
念
を
操
作
化
す
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
。
そ
れ
ら
の
概
念
が
ニ
ュ
ー
ト
ン
力
学
の
理
論
全
体
の
基
礎
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
そ
れ
が
理
論
全
体
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た

あ
っ
た
。

か
ら
で
あ
る
。

マ
ッ
ハ
に
は
ニ
ュ
ー
ト
ン
カ
学
の
操
作
化
を
越
え
て
、

一ュ

1
ト
ン
力
学
に
革
命
を
起
す
つ
も
り
は
な
か
っ
た
。
彼
の
『
カ
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学
』
を
読
ん
で
み
れ
ば
そ
の
こ
と
が
判
る
。
こ
れ
ま
で
人
は
、

マ
ッ
ハ
の
革
命
的
意
図
を
余
り
に
読
み
込
み
す
ぎ
て
来
た
よ
う
に
思
わ
れ

い
く
ら
か
逆
説
的
に
き
こ
え
る
だ
ろ
う
が
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
カ
学
の
新
し
い
操
作
化
は
基
本
的
枠
組

の
組
み
替
え
な
し
に
は
不
可
能
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
既
存
の
知
的
素
材
が
示
唆
し
て
い
る
新
し
い
可
能
性
を
究
明
す
る
こ
と
に
よ
っ

る
(
後
述
第
二
章
ニ
参
照
)
。

つ
ま
り
、

論

て
な
さ
れ
た
の
で
は
あ
る
が
。

そ
れ
に
し
て
も
、
右
の
よ
う
に
理
解
す
る
こ
と
が
果
し
て
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
ル

1
ツ
で
あ
る
物
理
学
で
操
作
主
義
は
何
処
ま
で
有

効
と
認
め
ら
れ
て
来
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
が
「
経
験
法
学
」
の
操
作
主
義
的
色
彩
に
つ
い
て
、
最
後
に
挙
げ
て
お
こ
う
と
思
う
問
題
で

あ
る
。

(

1

)

川
島
武
宜
「
は
じ
め
に
」
ハ
『
法
社
会
学
講
座
』
(
以
下
『
講
座
』
と
略
す
)

3
、
所
収
〉
。
同
「
法
社
会
学
と
法
律
学
(
『
講
座
』

3
、
所
収
〉
二
一
ニ

頁
。
同
司
法
』
の
概
念
を
問
題
に
す
る
こ
と
の
意
義
」
〈
『
講
座
』

3
、
所
収
)
、
一
五
五
頁
。
法
社
会
学
が
従
来
、
法
の
周
縁
部
分
に
し
か
注
意
を
集

中
し
て
こ
な
か
っ
た
と
い
う
指
摘
を
ル

I
マ
ン

(
Z
-
F
E
F
目
白
ロ
ロ
〉
も
し
て
い
る
。

Z
-
V
E
r
自由ロ
p
h
R
F
H
h
h
D
H
S
N
q
h止
問
(
河
0
4〈

O
E
F
S叫
N
)

切円四

-
F

明日ロ注目
H

『
ロ
ロ
ぬ
ま
た
、
佐
藤
節
子
は
、
ア
メ
リ
カ
の
リ
ア
リ
ズ
ム
法
学
の
研
究
の
中
心
が
裁
判
所
や
司
法
行
動
に
集
中
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
北
欧

の
法
学
的
リ
ア
リ
ズ
ム
は
法
律
学
に
お
け
る
基
本
的
諮
概
念
の
哲
学
的
・
心
理
学
的
・
社
会
学
的
分
析
に
向
け
ら
れ
て
い
る
点
を
、
一
九
六
九
年
に
指

摘
し
て
い
る
。
佐
藤
節
子
「
解
題
」
〈
カ
l
ル
・
オ
リ
ヴ
ェ
ク
ロ

l
ナ
『
事
実
と
し
て
の
法
』
〈
碧
海
純
一
・
太
田
知
行
・
佐
藤
節
子
訳
)
、
所
収
)
二

三
三
頁
。

(

2

)

川
島
、
『
講
座
』

3
、
三
、
二
ハ
、
二
七
頁
註
(
臼
〉
。

(
3
)
川
島
、
『
講
座
』

3
、
一
六
、
一
七
、
二
二
頁
。

(

4

)

川
島
、
『
講
座
』

3
、
一
五
頁
参
照
。
川
島
は
(
法
的
)
社
会
統
制
と
、
法
的
ス
タ
ッ
フ
の
制
御
と
を
区
別
し
、
特
殊
H
法
的
制
御
の
特
色
を
、
法

的
ス
タ
ッ
フ
の
制
御
に
見
て
い
る
。

(

5

)

川
島
、
『
講
座
』

3
、一

O
頁
。
原
文
で
は
「
理
想
、
願
望
な
い
し
信
念
を
叙
述
す
る
」
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
、

を
表
明
す
る
」
と
変
更
し
た
。

「
理
想
、
願
望
な
い
し
信
念

北法31(3-4・1-40)972 



いわゆる「経験法学」の可能性あるいは不可能性(1)

(

6

)

川
島
、
『
講
座
』

3
、
一

O
、
一
二
頁
。

(

7

)

川
島
、
『
講
座
』

3
、
三
、
二
二
、
二
五
、
一
五
五
頁
以
下
。

〈

8
)
論
理
実
証
主
義
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
初
期
の
ヴ
ィ
ッ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
同
様
の
意
見
に
つ
い
て
は
、
円
、
.
司
王

moss-P
叫

zzaas

ト。
h4.円。
lhuEN口
8

、En
E
三
・
二

O
三
「
名
は
対
象
(
の
四
回
g
印
芯
ロ
チ
与
」

O円
。
を
意
味
(
『
旦
O
C
H
g
-
B
Sロ
)
す
る
。
対
象
が
名
の
意
味
(
回
旦

E
i

zロ
m
-
B
E巴
ロ
巴
で
あ
る
こ
、
三
・
二
二
「
名
は
命
題
に
お
い
て
対
象
を
代
表
(
4
0
ユ円相同

g・
8
胃

8
8
3
す
る
。
」
、
三
・
二
一
一
一
(
引
用
省
略
)
。
但

し
、
三
・
三
「
命
題
の
み
が
意
義
(
包
ロ
P
8
5
0〉
を
も
っ
。
命
題
の
脈
絡
に
お
い
て
の
み
、
名
辞
は
意
味
(
回
包

E
Eロ
m
-
g
g
Eロ
ぬ
)
を
も
っ
。
」
、

四

O
二
六
「
単
純
記
号

(
N
a
n
z
p
g間
口
)
(
語
)
を
理
解
す
る
に
は
、
そ
の
意
味
が
わ
れ
わ
れ
に
説
明
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ

は
命
題
に
よ
っ
て
諒
解
し
合
う
。
」
を
参
照
の
こ
と
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
こ
か
ら
さ
ら
に
遡
っ
て
、
フ
レ
l
ゲ
(
の
・
司
自
民
自
)
に
よ
る
意
義

(
ω
5
5

と
意
味
(
ロ

E
E
Z口
巴
の
区
別
へ
導
か
れ
る
。
。
・
司
B同
0
・
盟
国
ロ
ロ
国
品
目
白
色

2
2ロ
m-
こ
の
論
文
は
英
訳
で
も
読
め
る
σ

同u
・
。

Bor
曲目
ι
富

田宮口
F
吋

J
3
3
h
h
a
e
ま
¥
、
白
書
H
b
句
、
と
E
h
ロミ
vh
町
品
目
宮
之
さ
同
一
句
。
L
1
h
4
3
h
町
内
・
論
理
的
意
味
論
。
o
m
W
0
4
S
E
R
-
n曲
)
は
こ
の
よ
う
に
し
て
軌
道

が
敷
か
れ
た
。
そ
し
て
こ
の
理
論
の
一
つ
の
結
論
が
戸
。
間
同
ロ
同
ヲ
ミ
向
。
詞
宮
内
ロ
突
出
弓
R
2
2
Q
で
あ
る
。
叶
え
R
g
n
o
に
つ
い
て
の
哲
学
的
議
論

は
円
、
ピ
ロ
∞
ru〉
M
N
A

や
ミ

shH
に
お
い
て
精
彩
あ
る
形
で
整
理
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
理
論
に
対
し
て
の
ヴ
ィ
ッ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
後
期
の
考
え

に
つ
い
て
は
、

ι
-
3
0・
、
~
V
4
r
h
ロミ
V
H
n
b
N
L
E
H
U
問主
h
a
e
a
p
w
B
F
H
R
を
参
照
の
こ
と
。

川
島
が
引
用
し
て
い
る
オ
グ
デ
ン
リ
リ
チ
ャ

l
ズ
も
、
ソ
シ
コ

1
ル
の
言
語
理
論
を
批
判
し
て
「
彼
の
記
号
論
は
記
号
が
表
わ
す
物
を
全
く
無
視
し

た
た
め
に
、
検
証
に
よ
る
科
学
的
方
法
と
は
そ
も
そ
も
の
出
発
点
か
ら
全
〈
無
関
係
な
も
の
と
な
っ
た
o
」
と
述
べ
て
は
い
る
が
、
彼
ら
自
身
は
、
「
言

葉
が
象
徴
す
る
観
念
ー
も
し
そ
れ
が
あ
る
な
ら
ば
ー
を
媒
介
と
し
て
一
言
葉
と
事
物
を
結
合
す
る
理
論
が
必
要
で
あ
る
。
換
言
す
る
と
、
言
葉
と
観
念
と

の
関
係
と
、
観
念
と
事
物
と
の
関
係
と
を
そ
れ
ぞ
れ
別
個
に
分
析
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
考
え
て
お
り
、
さ
ら
に
「
象
徴
は
指
示
し
、
組
織
し
、

記
録
し
、
伝
達
す
る
。
・
:
:
指
示
さ
れ
組
織
さ
れ
る
も
の
は
思
想
(
わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
を
指
示

B
F
8
R
O
と
呼
ぶ
)
で
あ
り
、
記
録
し
伝
達
さ
れ
る

の
も
や
は
り
思
想
で
あ
る
。
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
は
:
:
:
象
徴
の
直
接
関
与
す
る
も
の
は
思
想
で
あ
る
こ
と
を
知
り
つ
つ
、
象
徴
が
事
件
を
記
録
し
、

事
実
を
伝
達
す
る
と
〔
縮
約
的
に
〕
い
う
。
」
「
言
葉
と
事
物
と
の
間
に
直
接
の
意
味
関
係
が
あ
る
と
い
う
従
来
の
定
説
が
あ
ら
わ
す
一
種
の
単
純
化
こ

そ
、
わ
れ
わ
れ
が
も
の
を
考
え
る
と
き
に
遭
遇
す
る
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
困
難
の
源
泉
で
あ
る
o
」
と
い
う
立
場
に
立
っ
て
い
る
か
ら
(
の
・
日
ハ
-

o
m門

凶

g
g品
目
〉
何
回
ロ
町
民
島
田
・
斗
宮

ζ
E口町田町口町

Z
E
}
H
E
m
-
司
司
・
由
同
町
)
、
意
味
指
示
物
理
論
と
は
趣
を
異
に
し
て
い
る
し
、
川
島
の
立
場
と
は

隔
り
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
「
意
味
論
」
に
つ
い
て
詳
し
く
は
後
述
。
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(

9

)

川
島
、
『
講
座
』

3
、
一
五
六
!
一
五
七
頁
。
川
島
に
よ
る
「
形
而
上
学
的
」
と
い
う
こ
と
ば
の
用
法
は
必
ず

し
も
一
意
的
で
な
く
、
三
つ
位
の
用
法
を
区
別
で
き
る
。

ω
「
観
察
可
能
な
事
物
を
指
示
す
る
こ
と
が
な
い
」
、

ω
「
観
察
可
能
な
事
物
を
指
示
す
る
こ
と
が
な
い
か
、
あ
る
い
は
実
践
的
価
値
や
当
為
を
あ
ら
わ
す
」
、

ω
「観

察
可
能
な
事
物
を
指
示
す
る
こ
と
が
な
く
、
か
つ
価
値
や
当
為
を
あ
ら
わ
す
」
o

す
る
と
、
形
而
上
学
的
こ
と
ば

の
範
囲
(
外
延
)
は

ω、
ω、
ω
の
順
序
で
狭
く
な
る
。

ω
と

ω
の
場
合
に
は
外
延
は
一
致
し
、

ω
の
場
合
は
単

に
価
値
や
当
為
を
あ
ら
わ
す
場
合
と
外
延
が
一
致
す
る
(
図
参
照
)
。
川
島
は
実
際
に
は
、
「
形
市
上
学
的
」
と
い

う
こ
と
ば
を

ωな
い
し

ω
の
意
味
で
使
っ
て
お
り
、
論
理
実
証
主
義
者
も
そ
う
で
あ
っ
た
。
こ
の
用
法
に
は
後
に

述
べ
る
よ
う
に
問
題
が
あ
る
。
も
し

ω
の
意
味
に
限
定
す
れ
ば
問
題
が
少
く
は
な
る
。

(
叩
)
巧

-
U
E
r
E
2・
U
な

b
ミ
“
お
帆
立
ロ
司

(ω
・
〉
ロ
2
・
5
ω
H
)
、
あ
る
い
は
碧
海
純
一
『
法
哲
学
概
論
』
全
訂
第
一

版
、
四
五
頁
。
ま
た
、
。
・
。
・
出
骨
B
日
邑
・
『
H
h
a
h

悼
む
さ
き
宮
内
恒
久
。

g
n
旬、H
3
3
5
5
2
S
閃

SKV広三
gNhw帆

S
R
3・
N

戸
同
国
内

-
E
同・

(
日
〉
川
島
、
『
講
座
』

3
、
一
五
七
頁
。
川
島
武
宜
「
『
法
』
の
社
会
学
的
理
論
の
基
礎
づ
け
」
(
『
講
座
』
4
、
所
収
)
、
三
二
七
頁
。

(
ロ
)
先
の
ド
ウ
ピ
ス
ラ
フ
の
『
定
義
論
』
で
、
「
疑
似
定
義
」
に
対
し
て
「
真
正
の
定
義
」
と
い
わ
れ
た
も
の
は
、
そ
れ
自
体
、
唯
名
的
で
規
約
的
な
定

義
で
あ
っ
た
。

操
作
主
義
的
還
元
(
翻
訳
)
手
続
に
は
一
つ
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
が
含
ま
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
元
の
概
念
(
被
還
元
項
)
の
意
味

が
分
っ
て
い
な
け
れ
ば
還
元
(
翻
訳
)
は
で
き
な
い
。
し
か
し
元
の
概
念
の
意
味
が
わ
か
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
還
元
(
翻
訳
)
の
必
要
は
な
い
。

こ
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
は
、
還
元
を
、
観
察
可
能
述
語
に
よ
る
概
念
規
定
の
提
案
と
す
る
こ
と
で
、
免
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
唯
名
的
な
定
義
に
も

こ
れ
と
同
じ
よ
う
な
含
み
が
あ
る
。
被
還
元
項
の
意
味
と
還
元
項
の
意
味
が
同
じ
だ
と
す
れ
ば
、
被
還
元
項
は
論
理
的
に
は
不
要
な
の
で
あ
る
。
つ
ま

り
新
し
い
概
念
を
特
別
に
作
る
必
要
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
概
念
は
実
は
新
し
く
な
い
の
だ
か
ら
。
し
か
し
そ
の
場
合
で
も
、
被
還
元
項
の
意
味
を

あ
ら
わ
す
た
め
の
新
し
い
記
号
を
名
前
と
し
て
必
要
に
応
じ
て
導
入
す
る
こ
と
は
差
支
え
な
い
。
し
か
し
、
異
っ
た
文
化
の
問
で
は
、
従
っ
て
、
科
学

の
世
界
と
日
常
世
界
を
二
つ
の
文
化
形
態
と
理
解
し
た
と
き
に
は
、
翻
訳
は
こ
れ
ら
と
異
っ
た
も
っ
と
深
刻
な
問
題
を
苧
む
こ
と
に
な
ろ
う
。
後
述
、

本
章
二
・
ニ
参
照
。

そ
れ
に
し
て
も
、
「
経
験
法
学
」
の
意
味
理
論
の
中
に
は
、
操
作
的
還
元
を
、
胃
o宮
白
色
と
し
て
で
は
な
く
、

u
g
u
g
E
O口
と
し
て
う
け
と
る
傾

向
が
含
ま
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
操
作
的
に
定
義
で
き
な
い
概
念
は
、
う
そ
で
あ
る
、
意
味
を
も
た
な
い
と
考
え
る
傾
向
が
含
ま
れ
て
い
た
。
ま
た
、

説

一
J

観
察
可
能

一
」
述
語

¥

非

観

察

可

価

値

語

¥

能

述

語

論
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いわゆる「経験法学」の可能性あるいは不可能性(1)

価
値
語
の
場
合
に
は
、
た
と
え
規
約
的
定
義
で
あ
ろ
う
と
誤
謬
が
含
ま
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
第
三
章
で
触
れ
る
。

ハ
日
)
列
。

R
Eヲ
ミ

S
王
者

S札

5
8
1
qム
N
-

切
叶
内
U

舎
s
w
h荷
台
岳
町
、

S
E
a
s
M
久
平
OFGE荷
予
官

ω町内
u
n
向
・
。
・
の
問
。

sE-

同サ
g
h
h
b苦
g
S
N
h
b
¥
守
宮
町
芝
、
也
、
苦
白
H
e
s
s
N
円吉、ま
h
a
N
u
n帆

SRHM-
口
町
・

(

U

)

ブ
リ
ッ
ジ
マ
ン
は
さ
ら
に
進
ん
で
、
論
理
的
語
桑
に
つ
い
て
も
操
作
的
定
義
を
主
張
し
て
い
る
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
ブ
リ
ッ
ジ
マ
ン
が
、
直
観
主

義
論
理
学
・
数
学
の
構
成
主
義
的
方
法
を
支
持
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
同
》
・
4
弓
回
E
m
B富
山
叫
語
、
ミ
ミ
号
、
。
¥
3
5
h
a
N
叫3
b
gミ
・
宅
呂
町

-LH
同'

(
U
a
)
口
町
・
円
。
o
Z
P
4
5口田口町田内田町田
S
-
z
oロ
由
自
由
叩
胆
ロ
門
ご
Z
P
E
n
t
oロ
巳
〉
3
3
R
r
Lロ
・
弘
正
0
・叫
3
F
G
h同
h
a
N
n
q
z
h
h
R昌
h
n
司

H
y
a
R・

町田
-Y
司
司
・

AHa-
同
日
1

・

(
日
)
川
島
、
『
講
座
』

4
、
三
二
七

l
コ
一
二
八
頁
。

(
日
〉
ラ
ッ
セ
ル
が
こ
れ
ら
の
概
念
を
導
入
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
「
構
成
に
よ
る
方
法
」
と
は
、
新
し
い
タ
イ
プ
の
数
を
す
で
に
導
入
さ
れ
て
い
る
数
と
、

理
論
的
な
い
し
集
合
論
的
記
号
を
用
い
て
定
義
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
導
入
す
る
こ
と
で
あ
り
、
「
要
請
に
よ
る
方
法
」
は
、
新
し
い
数
を
、
基
本
的
な

語
と
し
て
、
適
当
な
公
理
を
用
い
て
導
入
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
ラ
ッ
セ
ル
『
数
理
哲
学
序
説
』
(
平
野
智
治
訳
〉
、
九
七
頁
。
ぇ
・
回
・

HCM回田町ロ・同
3F旬

、
立

3ne宮
ミ
ミ
ミ
と
き

b
H
B
o
s
e
-
3・
HHHR・

(
汀
)
川
島
、
『
議
座
』

4
、
コ
ヲ
ご
頁
。

(
四
)
川
島
武
宜
「
紛
争
解
決
と
法
的
制
御
」
(
『
講
座
』

5
、
所
収
〉
、
一
五
、
一
七
頁
。

(

M

M

)

川
島
、
『
講
座
』

5
、
一
一
頁
。

(
却
)
川
島
、
『
講
座
』

5
、
一
一
一
l
i

一
三
頁
。

(
幻
〉
川
島
、
『
講
座
』

5
、
二
七
頁
。

(

m

)

川
島
、
『
講
座
』

5
、
二
七
頁
。

(
お
)
川
島
、
『
講
座
』

5
、
一
一
七

l
二
八
頁
。

(
剖
)
碧
海
純
一
『
法
哲
学
概
論
』
全
訂
第
一
版
、
全
訂
新
版
へ
の
序
、
二
頁
。
第
一
章
、
一
二
頁
以
下
。

(
お
〉
川
島
、
『
講
座
』

3
、
四
|
五
頁
。

(
お
)
川
島
武
宜
「
法
社
会
学
の
方
法
論
に
つ
い
て
」
(
日
本
法
社
会
学
会
編
『
法
社
会
学
の
方
法
』
所
収
、
一
九
七
四
年
〉
、
一
一
一
一
員
。

ハ
幻
)
小
室
直
樹
「
法
社
会
学
に
お
け
る
モ
デ
ル
構
築
法
」
(
日
本
法
社
会
学
会
編
『
現
代
社
会
と
法
』
所
収
、
一
九
七
五
年
〉
、
一

O
二
|
一

O
三
頁
。
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説

(
路
)
小
室
直
樹
「
社
会
科
学
に
お
け
る
行
動
理
論
展
開
」
(
以
下
「
展
開
」
と
略
す
)
(
上
〉
(
『
思
想
』
一
九
六
八
年
二
月
号
、
所
収
)
三

l
四
頁
。

(
却
)
小
室
、
「
展
開
」
(
上
)
、
一
七

l
一
八
頁
。
さ
き
に
、
川
島
の
い
わ
ゆ
る
「
観
察
可
能
な
事
物
の
聞
の
〔
そ
れ
自
体
は
観
察
で
き
な
い
〕
関
係
を

指
示
す
る
由

F
2
7
r
g品
な
記
号
と
か
、
あ
る
い
は
公
理
か
ら
の
帰
結
を
指
示
す
る
〔
凹

r
R骨
i
r
g与
な
〕
記
号
」
と
い
う
こ
と
で
大
体
何
を
想
像
す

れ
ば
よ
い
か
は
、
や
が
て
明
ら
か
に
な
る
、
と
述
べ
た
が
、
そ
の
具
体
的
イ
メ
ー
ジ
は
、
「
媒
介
変
数
」
で
あ
っ
た
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。
小
室
は
新

行
動
主
義
心
理
学
を
扱
う
中
で
こ
の
概
念
に
一
一
言
及
し
て
い
る
が
、
同
様
の
発
想
は
か
な
り
古
く
か
ら
あ
り
、
私
が
直
接
知
る
と
こ
ろ
で
は
、
後
述
の
よ

う
に
ヘ
ル
ツ
(
出
回

R
F
電
磁
波
の
存
在
を
実
験
的
に
確
証
し
た
物
理
学
者
〉
も
ブ
リ
ッ
ジ
マ
ン
も
す
で
に
使
っ
て
い
る
。
ま
た
北
欧
の
法
学
的
リ

ア
リ
ス
ト
た
ち
、
ォ
リ
ヴ
ェ
ク
ロ
l
ナ
l
、
ロ
ス
(
〉
-
H
N
O
白
白
)
が
こ
の
手
法
を
使
っ
た
こ
と
は
読
者
も
ご
存
知
で
あ
ろ
う
。
本
稿
三
二
一
良
の
、
川
島

に
よ
る
「
権
利
」
に
つ
い
て
の
論
述
を
見
れ
ば
、
「
権
利
」
は
従
属
変
数
で
あ
っ
て
、
こ
こ
に
い
う
公
理
の
帰
結
を
指
示
す
る
締
約
的
記
号
と
思
わ
れ

る
か
も
し
れ
な
い
が
、
従
来
、
「
権
利
」
は
従
属
変
数
で
は
な
く
、
媒
介
変
数
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
(
参
照
、
第
二
章
四
三

(
却
)
小
室
、
「
展
開
」
、
二
一
頁
。

(

M

U

)

媒
介
変
数
が
完
全
に
操
作
化
で
き
る
と
い
う
考
え
に
は
異
論
が
あ
り
う
る
。
後
述
参
照
。

(
犯
)
広
瀬
和
子
『
紛
争
と
法
』
、
四
九
頁
註
(
灯
〉
。
小
室
直
樹
「
社
会
体
系
分
析
の
基
礎
」
(
『
講
座
』

4
、
所
収
)
、
五
七
頁
註

(
2
〉。

(
お
)
小
室
、
「
展
開
」
(
上
)
、
一
九
頁
。

(
川
副
)
小
室
、
「
法
社
会
学
に
お
け
る
モ
デ
ル
構
築
法
」
、

)
O五
頁
。
こ
の
場
合
「
概
念
化
」
と
い
う
よ
り
も
「
法
則
化
」
で
あ
る
こ
と
も
特
徴
で
あ
る
。

(
お
〉
広
瀬
、
前
掲
書
、
四
八
頁
註

(
2
〉
。
な
お
、
同
書
、
三

O
O頁
参
照
。

〈
叩
山
)
広
瀬
、
前
掲
書
、
四
四
頁
。

(
幻
)
広
瀬
、
前
掲
雷
、
一
八
二
頁
。

ハ
お
)
広
瀬
、
前
掲
書
、
九
O
l九
一
頁
。

(
鈎
)
こ
れ
は
古
典
的
な
経
験
主
義
や
実
証
主
義
、
さ
ら
に
は
素
朴
な
唯
物
論
の
基
本
命
題
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
か
ら
、
理
論
は
専
ら
観
測
事
実
の
記

述
な
い
し
説
明
の
た
め
に
必
要
な
も
の
で
あ
り
、
理
論
化
の
引
き
金
は
新
し
い
観
測
事
実
の
説
明
を
お
い
て
は
な
い
、
と
い
う
間
口
の
狭
い
問
題
思
考

様
式
が
蔓
る
傾
向
が
生
れ
る
。

(
州
問
〉
守
屋
慶
子
「
認
識
と
か
ま
え
|
認
識
の
基
準
系
と
し
て
の
か
ま
え
」
〈
『
立
命
館
文
学
』
第
一
一
一
一

O
号
、
一
九
七
一
年
四
月
〉
。

(
但
)
川
島
自
身
に
よ
る
仮
説
・
演
緯
法
の
素
描
は
、
川
島
、
「
法
社
会
学
の
方
法
論
に
つ
い
て
」
、
一
三
頁
に
見
ら
れ
る
。

論
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(
位

)
Z
H
N
Z自由。ロ
-
E
H
R
3
h
ミ，

U
R
S町
三
宅
-
s
w
2司
-
忠
岡
町
・

〔
附
記
〕
小
山
昇
教
授
の
ご
退
官
を
記
念
し
て
、
私
は
本
来
別
の
論
稿
を
計
画
し
て
い
た
。
し
か
し
他
の
複
数
の
仕
事
と
平
行
し
た
た
め
遂
に
そ
の
計

画
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
予
定
し
て
い
な
か
っ
た
本
稿
を
と
り
敢
え
ず
記
念
論
集
に
加
え
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
た
。
小
山
教
授
に
お
詫
び
を
申

上
げ
る
次
第
で
あ
る
。
本
来
の
計
画
に
副
っ
た
論
稿
は
、
別
の
機
会
に
改
め
て
、
小
山
教
授
の
ご
退
官
記
念
と
し
た
い
と
田
む
っ
て
い
る
。

いわゆる「経験法学」の可能性あるいは不可能性(1)
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Possibility or Impossibi1ity of the so-called 

“J urisprudence as a empirical science" (1) 

Masamichi MORIYA * 

Chapter 1 Introduction to the Problems 

1 Jurisprudence as a empirical science (omitted.) 

2.1 Central issue and method of sociology of law (S.L. in the 

following) 

Professor T. Kawashima has long advocated the so-called 

“Jurisprudence as a empirical science" which includes S.L.. Accord-

ing to some of his recent essays the conception of this science and 

its method to be adopted are as follows. S.L. has' long concerned 

itself not with the law itself but only with the areas' surrounding the 

law. And S.L. hitherto failed not only to have jurists take deep 

interest in S.L.， but also to develop itself in interaction with other 

social sciences.“Empirical science of law" has to study the core of 
the law， that is， the social control of judicial agents with the law， 

and legal rules themselves. The principal method of this study is 

to be the operational analysis of such legal concepts as “law"，“legal 

right". For， so far as these concepts are understood as if they 

refered to metaphysical entities， as in the ordinary jurisprudence， 

they couldn't be treated in empirico-scientific manners. Those con-

cepts must be translated or reduced logically into empirical concepts 

in terms of observable predicates (in a broad sense). 

But there seems to be a paradox in his claim that it is impos-

sible to translate those concepts into observational terms， while they 
must be analysed in terms of observable predicates. This paradox， 

it may be suspected， has its origin in a discrepancy between the 

operationalism and the hypothetico-deductive (or -inductive) method 

of theory-construction， which Professor Kawashima espouses. And 

* Professor， Faculty of Law， Hokkaido University 

E 北法31(3-4・1'452)1384 
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this discrepancy seems to have Ied him and some ones of his group 

to the position which assumes that each concept or term in a theory 

is operationaIizable independently of the structure of the theory， or 
its position in the theory.同-- In fact， Professor Kawashima has 

analyzed such concepts as“Iawヘ“IegaIright" as ideaI-types whose 

theoreticaI nature is different in some respects from that of so-caIIed 

hypotheticaI constructs (or theoreticaI constructs). 

The question whether this position is acceptable or not wilI be 

examined， in relation to the history of the sphere of modern physics 

where was the root of operationism， in the next chapter. 

北法31(3-4・1.451)1383 W 


